
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
（

　
　
　
　
　
　
　
　
工
・
農
業
関
係
の
発
展
を
中
心
と
し
て

松
　
野

刀
口
同

二

一二三
四五六七

は
　
し
　
が
　
き

国
民
経
済
復
興
期
に
お
げ
る
丁
農
業
生
産
の
同
復
と
発
展

第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に
お
げ
る
工
農
業
関
係

一
九
五
八
年
以
峰
の
工
農
業
関
係
の
新
内
容
（
以
上
、
本
号
所
載
）

工
農
業
関
係
の
新
段
階
と
工
農
同
時
発
展
方
針

「
農
業
は
国
民
経
済
の
基
礎
で
あ
る
」
論
の
内
容

む
　
　
す
　
　
び

は

し
　
が
　
き

　
中
華
人
民
共
和
国
に
お
げ
る
経
済
発
展
、
と
く
に
計
画
的
な
工
業
化
が
開
始
さ
れ
た
一
九
五
三
年
以
降
の
経
済
発
展
は
、
そ
れ
が

杜
会
主
義
の
諾
原
則
・
方
式
に
し
た
が
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
ト
」
と
、
お
よ
び
後
進
国
の
工
業
化
が
志
向
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
と
い

う
二
重
の
意
味
に
お
い
て
、
数
多
く
の
経
験
的
な
、
ま
た
理
論
的
な
課
題
を
提
起
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
後
進
国
の
経
済
開
発
　
　
発
展
に
あ
っ
て
は
、
工
業
化
の
発
展
と
農
業
近
代
化
の
進
展
は
た
が
い
に
不
可
分
の
関
係
に

　
　
　
中
閑
胴
比
経
済
の
発
岐
逃
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
（
四
九
五
）



　
　
　
立
命
鮒
経
済
学
（
跡
十
一
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
（
四
九
六
）

あ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
後
進
国
を
後
進
水
準
に
位
置
づ
げ
た
と
こ
ろ
の
農
業
生
産
の
低
位
性
を
変
革
し

発
展
さ
せ
る
た
め
の
技
術
的
諾
手
段
、
諾
条
件
お
よ
び
農
業
人
口
の
消
費
資
料
（
軽
工
業
品
）
を
提
供
す
る
の
は
工
業
化
で
あ
り
、

工
業
発
展
で
あ
る
。
同
時
に
、
工
業
化
・
工
業
発
展
の
た
め
に
必
要
な
資
金
、
追
加
労
働
力
、
原
料
や
商
品
化
食
糧
の
供
給
を
保
証

す
る
の
は
、
農
業
の
近
代
化
で
あ
る
。
工
業
化
は
、
た
え
ず
増
加
す
る
農
業
生
産
物
の
市
場
を
形
成
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
に
よ

っ
て
移
出
さ
れ
る
労
働
力
を
吸
収
す
る
条
件
を
創
り
出
す
。
そ
し
て
、
農
業
近
代
化
は
、
工
業
生
産
物
に
と
っ
て
の
老
大
な
国
内
市

場
（
農
業
用
生
産
鮒
お
よ
び
農
民
の
消
費
財
の
た
め
の
）
を
形
成
す
る
基
本
的
要
件
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
だ
が
、
後
進
諾
国
に
と
っ
て
は
、
工
農
業
問
の
こ
の
よ
う
な
関
係
が
「
貧
困
の
悪
循
環
」
あ
る
い
は
「
自
然
発
生
的
発
展
の
欠
如
」

の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
故
に
、
経
済
発
展
の
基
本
的
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
に
際
し
て
、
工
業
化
を
端
緒
と
し
て
、
工
茉
を
相
対
的

に
よ
り
っ
よ
い
起
動
側
面
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
農
業
に
そ
の
起
動
的
役
割
を
み
い
だ
す
か
、
と
い
う
閉
題
が
、
二
者
択
一
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

姿
で
き
び
し
く
提
起
さ
れ
る
。
国
際
特
化
を
主
張
す
る
系
譜
を
別
に
す
れ
ぱ
、
後
進
国
開
発
論
の
多
く
は
、
工
農
業
の
択
一
的
…
題

に
た
い
し
て
、
人
口
と
資
本
形
成
と
の
関
係
の
考
察
を
つ
う
じ
て
、
人
口
欄
密
国
で
は
工
業
化
、
人
口
稀
薄
国
で
は
炎
業
開
允
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

う
基
本
コ
ー
ス
を
と
る
ぺ
き
だ
と
し
て
、
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
工
・
農
業
選
択
に
っ
い
て
な
ん
ら
か
の
解
答
を
ひ
き
だ
す
以
前
、
さ
ら
に
は
択
一
的
な
…
題
設
定
を
お
こ
な
う

に
さ
ぎ
だ
っ
て
、
よ
り
前
提
的
な
課
題
と
し
て
、
後
進
国
が
一
定
の
歴
史
的
な
産
物
で
あ
る
と
す
る
認
識
が
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
あ

　
（
４
）

ろ
う
。
資
本
主
義
か
初
期
に
お
い
て
、
た
と
え
ぱ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
囲
い
込
み
と
小
狼
民
の
大
巾
な
破
庇
お
よ
び
新
化
の
労
例
者

に
た
い
す
る
赤
裸
々
な
搾
取
に
よ
っ
て
、
工
業
化
の
端
緒
が
ひ
ら
か
れ
た
こ
と
は
碓
れ
し
も
否
定
し
え
な
い
。
そ
こ
で
は
、
椰
市
と

農
村
、
工
業
と
農
葉
の
対
立
を
深
め
る
方
向
に
お
い
て
、
農
業
を
相
対
的
に
低
位
に
し
ぼ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
沽
発
展
い
契
機
が



み
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
形
態
と
程
度
に
差
異
は
あ
れ
事
態
の
本
質
に
お
い
て
工
業
と
農
業
の
対
立
　
　
不
均
衡
を

深
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
を
と
げ
た
先
進
資
本
主
義
諾
国
は
、
後
進
地
域
の
封
建
的
生
産
諦
関
係
の
な
か
に
廉
価
な
商
品
を

加
速
的
に
浸
透
さ
せ
、
南
品
流
通
の
増
大
を
は
か
り
、
工
業
生
産
物
の
販
売
市
場
を
拡
大
し
て
き
た
。
こ
の
給
果
、
後
進
地
域
で
発

生
し
発
展
し
つ
っ
あ
っ
た
諾
産
業
は
圧
倒
さ
れ
、
土
青
・
民
族
的
な
資
本
主
義
の
発
展
は
抑
制
さ
れ
た
。
・
」
の
な
か
で
、
先
進
資
本

主
義
国
は
、
本
国
の
輸
出
品
（
工
業
生
産
物
）
に
た
い
す
る
後
進
地
域
か
ら
の
見
返
り
品
（
農
業
生
陸
物
、
丁
業
の
原
材
料
）
の
培
大
を
は

か
る
た
め
、
海
外
投
資
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、
後
進
諾
因
は
、
経
済
発
展
の
基
本
的
要
閑
た
る
杜
会
的
分
業
体
制
の
均

衡
的
発
展
を
抑
制
さ
れ
、
農
業
偏
重
の
一
面
的
経
済
構
造
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
封
建
制
は
排
除
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
む
し
ろ
、
後
進
諦
国
の
古
い
生
産
諾
関
係
は
先
進
諸
国
に
よ
る
政
治
的
・
経
済
的
支
胴
の
た
め
の
支
柱
と
し
て
、
温
存
さ

れ
て
ぎ
た
。
残
存
せ
し
め
ら
れ
た
封
建
的
諾
関
係
は
、
一
方
で
は
工
業
の
発
展
を
阻
害
し
、
他
方
で
は
、
農
業
生
産
力
の
あ
り
う
ぺ

ぎ
上
昇
を
制
約
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
外
国
資
本
の
利
潤
は
、
本
国
に
還
元
さ
れ
て
、
後
進
因
の
経
済
売
展
の
た
め
の
蓄
稜
に
転
化

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
全
世
界
体
制
の
質
的
な
変
化
．
発
展
を
基
礎
に
し
て
、
資
本
十
エ
義
世

界
体
制
の
な
か
で
、
先
進
資
本
主
義
工
業
国
と
後
進
因
と
の
関
係
も
職
前
と
は
異
な
っ
た
姿
を
呈
し
て
い
る
。
後
進
固
が
政
治
的
白

立
を
獲
得
し
て
、
経
済
的
白
立
へ
の
道
を
あ
ゆ
み
つ
つ
あ
る
の
は
、
否
定
し
が
た
い
一
般
的
な
趨
勢
で
あ
り
、
歴
史
発
展
の
必
外
的

た
流
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
先
進
資
本
十
エ
義
工
業
国
の
資
源
と
市
場
支
配
の
欲
求
が
、
一
段
と
っ
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ

れ
が
異
な
る
形
態
・
様
式
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
た
歴
史
的
箏
火
で
あ
る
。
後
進
同
の
維
済
的
ｎ
立
の
内
難
さ
は
、
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
〕

後
の
資
本
十
工
義
世
界
体
制
の
う
ち
に
基
本
的
な
原
閃
を
も
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
後
進
国
開
発
諭
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
対
象
地
域
の
基
木
的
性
格
を
低
開
允
性
（
崖
箏
ｑ
。
、
｛
。
く
。
一
。
七
Ｂ
。
箏
け
）
　
庄

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
（
四
九
七
）



■

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
十
一
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
（
四
九
八
）

民
一
人
当
り
所
得
の
低
位
性
に
あ
る
と
す
る
純
経
済
学
的
立
場
の
核
心
的
問
題
は
、
資
本
形
成
や
資
源
配
分
の
理
論
で
は
な
く
な
り
、

停
滞
か
ら
発
展
へ
の
起
動
契
機
に
う
っ
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
各
経
済
郁
門
へ
の
均
斉
的
投
資
に
よ
っ
て
経
済
成
長
を
は
か
ろ

う
と
す
る
均
斉
成
長
論
（
げ
一
彗
Ｏ
＆
。
・
Ｈ
署
；
）
に
か
わ
っ
て
、
各
部
門
へ
の
投
資
を
も
っ
と
も
効
果
的
に
誘
発
す
る
一
都
門
・
一
産
業

へ
重
点
的
・
倣
斜
的
投
資
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
開
発
起
動
を
は
か
ろ
う
と
す
る
不
均
斉
成
長
論
（
乙
り
慧
厨
庁
ぎ
げ
一
彗
８
）
が
提

　
　
　
　
（
６
）

起
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
地
域
を
後
進
性
（
ぎ
ｏ
琴
胃
ま
馨
）
　
　
一
人
当
り
所
得
の
低
位
性
は
か
り
で
な
く
、
住
民
の
杜
会
的

・
文
化
的
後
進
性
に
あ
る
と
す
る
杜
会
経
済
学
的
立
場
に
あ
っ
て
も
、
伝
統
的
杜
会
か
ら
自
律
発
展
的
な
近
代
的
杜
会
へ
の
過
渡
期

に
お
げ
る
構
造
的
変
化
を
巾
心
問
題
と
す
る
な
か
で
、
植
民
地
体
制
か
ら
国
民
的
な
杜
会
経
済
的
結
合
体
制
へ
の
体
制
転
換
が
焦
点

と
な
り
っ
つ
あ
る
。
対
象
地
域
の
性
格
認
識
に
お
い
て
、
低
開
発
性
か
ら
後
進
性
へ
、
後
進
性
か
ら
植
民
地
的
後
進
性
へ
と
し
だ

、
い
に
視
点
が
ふ
か
ま
っ
て
ぎ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
後
進
国
開
発
問
題
が
今
口
な
お
資
本
主
義
の
世
界
的
規
模
に
お
け
る
不
均
衡
発
展

と
い
う
法
則
範
購
を
離
脱
し
え
な
い
箏
柄
で
あ
る
と
す
る
琳
解
に
意
識
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
到
達
さ
せ
る
塊
実
的
な
諦
閉

題
が
、
そ
れ
ほ
ど
広
汎
に
淡
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
あ
る
限
定
さ
れ

た
意
味
に
お
い
て
、
っ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
の
も
っ
と
も
根
幹
的
な
忠
考
方
法
上
、
世
界
観
に
お
い
て
お
な
ぬ
ぐ
い
え
な
い
根

本
的
な
柚
違
を
の
こ
し
な
が
ら
も
、
純
経
済
学
的
立
場
・
杜
会
経
済
的
立
場
と
、
後
進
性
を
枕
民
地
的
後
進
性
（
８
一
旨
邑
罫
Ｏ
琴
胃
．

ま
窃
。
。
）
と
し
て
把
握
し
政
治
的
独
立
の
あ
と
で
も
な
お
杜
会
経
済
構
造
・
経
済
体
制
に
枕
民
地
的
刻
印
が
根
づ
よ
く
残
存
し
て
い
る

と
す
る
基
本
的
認
識
に
た
っ
政
治
経
済
学
的
立
場
と
の
…
…
に
、
共
通
の
論
点
が
し
だ
い
に
形
成
さ
れ
っ
っ
あ
る
こ
と
を
、
小
し
て
い
る
。

汰
ぜ
な
ら
ぱ
、
杣
Ｎ
地
的
後
進
性
の
同
民
的
体
捌
へ
の
体
側
転
換
と
い
う
閉
脳
は
、
こ
う
い
う
認
識
の
白
己
潅
展
の
帰
着
と
し
て
、

資
木
主
義
の
不
均
衡
潅
展
の
結
果
た
る
枕
民
地
的
後
進
性
　
　
資
本
十
エ
義
体
側
か
ら
杜
会
す
義
沐
制
へ
の
革
命
的
転
換
を
ふ
く
む
認



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

識
へ
と
深
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
工
業
化
一
般
の
歴
史
的
経
験
に
は
、
資
本
主
義
類
型
の
ほ
か
に
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
杜
会
主
義
類
型
が
あ
る
。

杜
会
主
義
類
型
に
あ
っ
て
は
、
き
わ
め
て
簡
明
な
表
現
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、
経
済
発
展
は
工
業
を
つ
う
じ
て
か
農
業
を
つ
う
じ

て
か
と
い
う
択
一
的
問
題
は
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
。
ソ
連
邦
に
お
い
て
は
、
か
っ
て
形
成
さ
れ
ふ
か
ま
り
っ
っ
あ
っ
た
工
．
農
業
の

不
均
衡
発
展
・
体
制
的
な
対
立
矛
盾
を
継
承
し
っ
っ
、
工
・
農
業
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
を
志
向
す
る
な
か
で
、
旧
来
の
不
均
衡
．

体
制
的
対
立
矛
盾
を
根
本
的
に
解
決
し
止
揚
す
る
道
が
、
資
本
主
義
体
制
の
否
定
の
な
か
に
開
拓
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

も
と
よ
り
、
共
産
主
義
の
低
次
の
段
階
と
し
て
の
杜
会
主
義
の
下
に
お
い
て
、
所
有
制
や
機
械
化
の
程
度
、
労
働
生
産
性
、
生
産
条

件
、
自
然
の
影
響
な
ど
の
面
で
、
工
・
農
業
問
に
一
定
の
差
異
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
矛
盾
の
諸
側
面
を
形
成
す
る
こ
と
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
け
っ
が
れ
た
矛
盾
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
が
確
立
さ
れ
て
い
る
制
度
の
も

と
で
は
、
す
で
に
本
質
的
に
対
抗
性
を
も
た
な
い
矛
盾
、
　
「
人
民
内
部
の
矛
盾
」
と
し
て
把
握
さ
れ
、
矛
盾
の
性
格
．
矛
盾
の
側
面

の
か
ら
み
あ
い
自
体
の
な
か
に
、
工
・
農
業
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
の
た
め
の
契
機
を
み
い
だ
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
杜
公
主
義
工

業
化
　
　
経
済
発
展
が
ま
さ
し
く
資
本
主
義
工
業
化
、
経
済
禿
展
の
も
た
ら
し
た
諦
々
の
経
済
的
．
政
治
的
結
果
の
な
か
で
、
諦
続

果
そ
の
も
の
と
し
て
提
起
さ
れ
る
と
い
う
理
論
的
確
認
と
と
も
に
、
し
た
が
っ
て
、
祉
会
市
義
工
業
化
が
世
界
資
本
主
義
体
側
の
よ

り
高
い
発
展
段
陪
に
お
い
て
は
じ
め
て
現
実
化
し
た
と
い
う
歴
史
上
の
時
期
的
認
識
を
も
ふ
ま
え
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う

　
　
　
　
（
８
）

ま
で
も
な
い
。

　
一
九
四
九
年
以
前
に
半
枕
民
地
・
半
封
腔
型
後
進
困
と
し
て
性
格
づ
げ
ら
れ
た
巾
因
は
、
人
民
民
主
主
義
革
命
の
成
功
以
後
、
プ

回
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
政
治
的
指
導
の
も
と
で
、
後
進
性
を
払
拭
す
る
課
題
を
斎
実
に
解
決
し
っ
っ
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
あ
ぎ
ら
か
に

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
峻
過
秤
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
（
四
九
九
）



　
　
　
立
命
嬉
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済
学
（
策
十
一
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
（
五
〇
〇
）

「
体
制
転
換
」
　
資
本
主
義
世
界
体
制
内
に
お
げ
る
再
編
成
で
は
な
く
て
「
体
制
革
命
」
を
さ
げ
が
た
い
重
要
な
契
機
．
一
っ
の
過

程
と
し
て
、
工
業
化
　
　
経
済
発
展
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
工
業
化
・
経
済
発
展
の
問
題
が
、
今
〔
ま
で
、
杜
会
主
義
工
業

化
・
経
済
発
展
と
い
う
範
礒
に
お
げ
る
事
柄
の
一
般
性
と
具
体
性
の
解
明
に
か
か
わ
る
か
た
ち
で
、
主
と
し
て
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て

き
た
の
に
は
、
十
分
な
理
由
が
存
在
す
る
。
っ
ま
り
、
そ
こ
で
は
「
杜
会
主
義
経
済
論
（
学
）
」
の
体
系
化
を
試
み
る
と
い
う
視
点
が

っ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
一
方
、
後
進
国
開
発
論
の
展
開
の
な
か
で
、
植
民
地
的
杜
会
経
済
体
制
の
「
構
造
的
変
革
」
さ
ら
に

は
一
歩
す
す
ん
で
「
体
制
革
命
」
が
中
心
的
な
課
題
と
な
り
っ
っ
あ
る
現
在
、
中
国
工
茱
化
閉
題
は
無
視
で
き
な
い
一
っ
の
開
発
タ

イ
ブ
と
し
て
も
、
杜
会
主
義
類
型
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
後
進
国
工
業
化
の
視
点
に
た
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
後
進
国
開
発
論
が
と
も
す
れ
ば
ど
う
あ
る
ぺ
ぎ
か
と
い
う
論
点
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

ど
ま
っ
て
い
る
の
と
は
こ
と
な
り
、
ど
う
あ
る
か
と
い
う
事
実
問
題
と
し
て
巾
国
工
業
化
過
程
に
お
げ
る
工
・
農
業
関
係
の
発
展
を

あ
と
ず
げ
る
。
　
　
み
ら
れ
る
と
お
り
、
き
わ
め
て
素
朴
な
習
作
の
域
を
で
て
、
い
な
い
が
、
研
究
深
化
の
一
里
程
と
し
て
御
教
示
い

た
だ
げ
ぱ
幸
い
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
資
料
出
所
を
明
記
し
な
い
も
の
は
、
国
家
統
計
局
編
「
偉
大
的
十
年
」
（
一
九
五
九
年
九
月
）

お
よ
び
そ
の
他
の
公
報
に
よ
る
。
算
出
手
続
な
ど
に
っ
い
て
は
、
天
野
元
之
助
編
『
塊
代
中
同
経
済
論
』
（
、
、
、
ネ
ル
ヴ
ァ
毒
〃
、
一
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

一
年
一
一
月
）
の
総
括
統
計
表
１
～
ｗ
（
筆
者
の
作
成
に
よ
る
）
の
注
記
を
参
照
し
て
い
た
だ
ぎ
た
い
。
な
お
、
一
九
六
〇
年
以
降
に
つ

い
て
は
、
若
干
の
発
展
指
標
・
統
計
が
公
表
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
従
来
の
統
計
ツ
リ
ー
ズ
を
継
、
氷
し
う
る
よ
う
改
資
料
は
発
表
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
空
白
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

（
１
）
　
内
～
目
ｏ
ｑ
づ
２
『
オ
岸
ｈ
斤
ｏ
ｏ
９
　
勺
『
◎
一
Ｕ
一
〇
Ｈ
目
ｏ
ｏ
ｏ
◎
叶
Ｏ
與
り
饒
～
Ｈ
｝
ｏ
『
昌
．
～
饒
◎
ｂ
｝
箏
、
Ｃ
、
目
ら
ｏ
『
ｐ
ｏ
く
の
一
◎
り
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
巨
箏
け
ユ
ｏ
ｏ
つ
－

　
の
資
本
形
成
』
六
－
八
ベ
ジ
ー
を
参
照
。

宕
軍
土
｝
六
郎
沢
「
後
ん
諦
閑



（
２
）
　
国
際
特
化
－
新
植
民
主
義
論
の
系
譜
の
代
表
と
し
て
は
、
宙
８
げ
く
ぎ
９
（
ジ
ヤ
コ
コ
ブ
・
バ
イ
ナ
ー
）
お
よ
び
　
≠
Ｈ
く
ぎ
声
串
竃
。
っ
竃

　
（
ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
）
Ｈ
．
Ｐ
団
Ｏ
Ｏ
ぎ
（
ブ
ー
ケ
）
が
あ
る
。
梅
津
和
郎
「
市
典
派
的
後
逃
国
開
発
理
論
の
本
貫
」
（
松
井
清
編
『
後
遊
国

　
開
発
理
論
の
研
究
』
二
一
一
－
一
二
七
べ
－
ジ
）
、
小
段
文
一
「
杜
会
経
済
学
派
開
発
論
の
批
判
的
考
察
」
（
右
同
、
　
一
六
五
－
－
一
七
一
べ
ー
ジ
）

　
を
参
照
。

（
３
）
　
た
と
え
ば
前
出
の
ヌ
ル
ク
セ
が
そ
う
で
あ
り
、
甲
オ
．
ｃ
っ
ぎ
囚
胃
（
シ
ソ
ガ
ー
）
も
こ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る
。
柴
田
固
弘
「
近
代
的
開
発
理
諭

　
の
諸
類
型
」
前
出
『
後
進
国
開
発
理
論
の
研
究
』
八
四
－
九
〇
ぺ
ー
ジ
）
を
参
照
。
　
な
お
ア
ジ
ア
協
ヘ
ム
編
『
後
逃
国
開
准
の
理
称
』
（
一
九
五

　
六
年
）
に
は
、
当
時
に
お
け
る
請
論
の
要
約
紹
介
、
批
判
的
考
察
が
み
え
る
。

（
４
）
　
板
垣
与
一
『
ア
ジ
ア
の
民
族
主
義
と
経
済
発
展
』
（
東
洋
経
済
新
報
杜
一
九
六
二
年
）
の
う
ち
第
二
編
、
補
諭
箪
二
節
を
参
照
。
こ
の
点
に

　
ふ
れ
て
、
板
垣
氏
は
「
開
発
理
論
が
取
り
扱
う
べ
き
対
象
地
域
の
性
格
を
『
低
開
発
国
』
と
規
定
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
『
後
遊
国
』
と
悦
定

　
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
の
重
要
性
は
一
般
に
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
さ
れ
て
い
た
い
が
、
し
か
し
こ
の
い
ず
れ
を
考
察
の
…
箏
点
に
進
ぶ

　
か
に
ょ
っ
て
、
論
者
の
立
論
の
基
礎
は
著
し
く
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
」
（
同
書
二
一
七
べ
ー
ジ
）
と
の
べ
る
。

（
５
）
　
小
椋
広
勝
「
帝
因
主
義
と
後
進
国
」
（
講
座
『
困
際
経
済
』
策
五
巻
、
一
九
六
二
年
三
－
五
ぺ
ー
ジ
）
を
参
照
。

（
６
）
　
前
出
の
ヌ
ル
ク
セ
が
均
斉
的
成
長
論
を
代
表
し
、
同
じ
く
シ
ン
ガ
ー
が
そ
の
半
批
判
者
で
あ
る
。
不
均
斉
成
長
論
に
は
、
声
Ｈ
亭
ユ
雪
．
雪
易
－

　
｝
昌
彗
一
↓
ぎ
ｏ
ｏ
ｇ
ｇ
晶
く
◎
｛
向
ｏ
８
◎
昌
片
ｏ
睾
ｏ
－
名
昌
ｇ
戸
宕
ｍ
ｏ
。
（
小
島
清
『
経
済
発
岐
の
戦
略
」
）
が
あ
る
。

（
７
）
　
「
こ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
が
開
発
の
対
象
地
域
と
考
え
て
い
る
国
が
、
た
ん
な
る
低
閉
発
国
で
も
、
た
ん
た
る
後
巡
国
で
も
た
く
て
、
柿
民

　
地
的
後
逃
岡
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
杜
会
経
済
体
制
の
間
題
は
と
く
に
煎
要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
間
魎
を
重
褒
と
考
え
る
か
ぎ
り
、
袖
民
地

　
的
後
逃
岡
が
血
面
し
て
い
る
閉
発
起
点
は
、
榊
民
地
的
杜
会
経
済
体
制
の
糀
逃
変
巾
の
閉
魎
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
＾
而
飛
附
の
液
略
は
休
伽

　
転
換
の
場
に
お
い
て
の
み
意
義
あ
る
も
の
と
な
り
、
体
側
転
拠
の
政
策
〃
諭
は
体
捌
か
ら
体
伽
へ
の
州
渡
期
に
お
け
る
破
蹄
移
行
の
炊
策
理
淋

　
へ
と
、
そ
の
考
察
の
座
を
移
す
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
純
維
済
学
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
か
ら
什
へ
一
維
済
学
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
ヘ
、
さ

　
ら
に
す
す
ん
で
政
治
経
祈
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ヘ
と
方
法
的
視
点
を
柾
換
す
る
理
山
が
存
す
る
」
（
板
〃
一
与
一
「
後
逃
旧
閉
発
の
某
礎
〃
沽
」
柵

　
出
『
胸
際
維
済
』
筑
五
巻
一
四
六
べ
ー
ジ
）
、
お
よ
び
”
閉
魎
意
識
の
汰
化
と
視
点
の
搾
移
”
　
二
二
八
～
一
三
九
べ
－
ジ
を
参
照
。

（
８
）
　
礼
会
主
義
礼
会
は
ま
だ
不
完
企
な
末
成
熟
な
共
暖
主
義
祉
会
で
あ
り
、
資
木
主
義
杜
八
ム
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
孜
存
物
を
も
っ
て
い
ろ
ハ
波

　
的
な
祉
会
で
あ
る
。
　
「
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
継
済
的
に
、
　
道
徳
的
に
、
締
神
的
に
、
そ
れ
が
そ
の
以
胎
か
ら
で
て
く
る
と
こ
ろ
の
…

中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）

五
九
　
　
（
五
〇
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
（
五
〇
二
）

　
杜
会
の
母
班
を
ま
だ
付
酋
し
て
い
る
」
（
マ
ル
ク
ス
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
朴
波
文
庫
、
西
雅
雄
訳
、
二
六
べ
ー
ジ
）
。
　
「
共
産
主
義
、
そ
の
第

　
一
段
陪
、
そ
の
第
一
階
梯
で
は
ま
だ
、
経
済
的
に
成
熟
し
た
も
の
の
、
資
本
主
義
の
伝
統
ま
た
は
痕
跡
か
ら
完
全
に
白
由
な
も
の
で
は
あ
り
え

　
た
い
」
（
レ
ー
ニ
ソ
『
国
家
と
革
命
』
国
民
文
庫
、
堀
江
邑
一
訳
、
　
一
四
三
ぺ
－
ジ
）
。
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
は
、
杜
会
主
義
、
そ
し
て
杜
会

　
主
義
へ
の
過
渡
期
を
牢
想
と
し
て
提
起
す
る
の
で
は
な
／
＼
資
本
主
義
か
ら
発
灰
し
っ
っ
あ
る
も
の
と
し
て
観
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ

　
て
い
る
「
慨
斑
」
　
１
伝
統
」
ま
た
は
丁
痕
跡
」
の
な
か
に
は
あ
き
ら
か
に
工
・
農
業
の
対
立
矛
肝
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
９
）
　
「
後
逃
国
と
先
逃
因
の
経
済
水
準
の
ひ
ら
き
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
他
方
に
お
い
て
因
際
分
業
（
費
本
主
義
的
な
そ
れ
）
と
ｎ
｛
貿
場
の

　
立
場
に
真
向
か
ら
反
対
す
る
祉
会
主
義
的
計
画
経
済
の
も
と
に
お
け
る
発
映
方
式
が
、
政
治
問
題
は
別
と
し
て
、
低
閉
発
国
に
と
っ
て
は
よ
り

　
速
か
な
経
済
発
峻
を
も
た
ら
す
緕
果
と
な
り
か
ね
な
い
」
（
大
来
佐
武
郎
、
「
Ｊ
・
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
の
後
逃
国
開
発
間
題
に
関
す
る
見
解
」
『
ア
ジ

　
ァ
問
題
』
一
巻
三
号
、
五
五
べ
－
ジ
）
。
衣
現
は
ま
さ
に
「
緕
呆
と
な
り
っ
っ
あ
る
」
と
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

（
１
０
）
　
中
国
の
公
表
統
計
数
学
の
吟
味
に
っ
い
て
は
、
石
川
滋
「
中
国
の
国
民
所
得
推
計
と
利
州
に
つ
い
て
」
（
『
エ
カ
フ
ェ
通
信
』
一
九
五
九
年

　
一
八
一
号
）
お
よ
び
「
中
国
の
公
式
国
氏
所
得
統
計
吟
味
」
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
『
中
国
経
済
発
展
の
統
計
的
研
究
１
』
　
一
九
六
二
年
）
を

　
参
照
。

二
　
国
民
経
済
復
興
期
に
お
げ
る
工
農
業
生
産
の
回
復
と
発
展

　
巾
華
人
民
共
和
国
成
立
い
ら
い
の
工
農
業
関
係
の
発
展
を
あ
と
づ
げ
る
ぱ
あ
い
、
ま
ず
、
計
画
的
な
工
業
化
が
開
始
さ
れ
る
以
前

の
国
民
経
沽
復
典
期
と
計
画
的
工
業
化
が
斎
手
さ
れ
て
以
降
の
時
期
　
　
一
九
四
九
年
か
ら
五
二
年
、
一
九
五
三
年
か
ら
以
降

に
大
ぎ
く
わ
け
て
、
概
観
す
る
ン
」
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
的
工
業
化
ｎ
建
設
期
は
、
そ
の
内
容
か
ら
み
て
さ
ら
に
班
在
ま

で
の
と
こ
ろ
二
つ
の
発
展
段
膀
　
　
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
（
一
九
五
三
年
～
五
七
年
）
と
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
期
（
一
九
五
八
年
～

六
二
年
）
に
わ
げ
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。



　
国
民
経
済
復
興
期
が
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
と
い
う
一
っ
の
必
然
的
な
歴
史
的
時
期
の
な
か
で
一
定
の
段
階
と
し
て
設
定
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
中
華
人
民
共
和
国
が
、
い
わ
ゆ
る
平
和
的
形
態
を
つ
う
じ
て
誕
生
す
る
・
」
と
な
く
、
十
数
カ
年
に
わ
た
る

国
際
戦
争
と
革
命
戦
争
を
さ
げ
る
こ
と
の
で
ぎ
な
い
過
程
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
、
中
国
革
命
の
独
自
た
性
質
、
発
展
に
も
と
づ

い
て
い
る
。
半
植
民
地
・
半
封
建
型
後
進
国
と
し
て
そ
れ
な
り
に
存
在
し
た
国
民
経
済
・
経
済
的
緒
条
件
は
、
戦
火
に
よ
っ
て
、
ま

っ
た
く
破
壊
さ
れ
分
断
さ
れ
た
。
衰
徴
し
た
工
農
業
生
産
を
、
戦
前
最
高
　
　
解
放
前
最
高
の
水
準
に
ま
で
回
復
さ
せ
、
財
政
経
済

状
況
の
根
本
的
な
好
転
を
は
か
る
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
中
心
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
心
課
題
の
解
決
が
、
帝
国
主
義
の
一
切
の

特
権
の
廃
止
（
最
後
灼
に
は
国
有
化
）
と
地
主
的
土
地
所
有
の
廃
棄
（
勤
労
農
氏
の
土
地
所
有
の
確
立
１
１
土
地
改
革
）
と
い
う
「
民
主
的
改
革
」

の
指
針
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
時
に
、
体
制
の
「
民
主
的
改
革
」
と
肝
行
し
て
、
官
僚
独
占

資
本
主
義
企
業
の
国
有
化
・
国
営
企
業
化
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
民
主
的
改
革
」
の
枠
を
こ
え
る
改
革
　
　
杜
会
主
義
的
改
革
が
実

現
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
全
国
民
経
済
の
杜
会
主
義
的
構
造
変
革
の
た
め
の
準
備
乃
至
は
先
駆
的
改
革
が
実
施
さ
れ
た
事
実
は
、
注
目

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ン
」
の
こ
と
は
、
工
農
業
関
係
の
発
展
過
程
を
あ
と
づ
け
る
に
際
し
て
、
国
民
経
済
復
典
期
か
ら
出
溌
し
な
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
堆
人
民
共
和
国
が
革
命
の
あ
と
で
ひ
ぎ
っ
い
だ
国
民
経
済
の
火
態
を
全
血
的
に
止
し
く
把
握
す
る
こ
と
は
、
今
口

な
お
ぎ
わ
め
て
困
難
で
は
あ
る
が
、
い
く
っ
か
の
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
大
要
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
ぎ
る
。
一
九
岬
九
年
、
工
業
総

生
産
額
（
丁
に
芙
を
ふ
く
む
）
は
一
四
〇
∴
一
億
元
で
あ
っ
て
、
　
一
九
三
六
年
の
水
準
の
ほ
ぽ
五
〇
・
一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

現
代
工
茉
は
七
九
・
一
億
元
で
あ
り
、
工
茱
総
生
産
頼
の
五
六
・
四
％
を
し
め
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
工
業
生
産
総
額
の
な
か
で

生
床
財
生
産
部
門
は
二
六
・
六
％
、
消
質
財
生
産
部
門
は
七
三
・
四
％
を
し
め
て
い
た
准
実
（
並
・
軽
工
業
比
率
は
二
八
二
八
％
対
七

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
（
五
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
一
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
（
五
〇
四
）

　
　
（
２
）

一
・
二
弓
）
、
と
り
わ
げ
、
機
械
製
造
業
が
工
業
総
生
産
額
の
一
二
二
％
で
あ
っ
た
事
実
は
、
当
時
に
お
げ
る
中
国
工
業
の
構
造
的
後
進

性
を
示
す
に
た
る
も
の
で
あ
る
（
後
川
第
７
表
を
参
照
）
。
工
業
主
要
生
産
物
の
実
績
生
産
水
準
は
表
示
（
後
出
箪
－
表
を
参
照
）
の
と

お
り
解
放
前
最
高
水
準
を
大
き
く
下
ま
わ
っ
て
い
た
。

　
他
方
、
一
九
四
九
年
、
農
業
・
副
業
総
生
産
額
は
三
二
五
・
九
億
元
で
あ
っ
て
、
解
放
前
最
高
年
度
で
あ
る
一
九
三
六
年
に
く
ら

ぺ
て
約
二
〇
％
減
少
し
て
い
た
。
一
九
三
一
年
か
ら
三
六
年
の
五
カ
年
問
、
食
糧
の
年
平
均
生
産
最
は
ほ
ぽ
二
二
、
八
七
〇
万
ト
ソ

（
大
豆
を
ふ
く
ま
ず
）
で
あ
っ
た
が
、
四
九
年
に
は
一
〇
、
八
一
〇
万
ト
ソ
（
大
豆
を
ふ
く
ま
ず
）
に
と
ど
ま
り
、
約
二
二
％
減
少
し
て

い
た
。
ま
た
、
綿
花
の
解
放
前
最
高
生
産
量
は
一
、
七
〇
〇
万
ピ
ク
ル
で
あ
っ
た
が
、
四
九
年
は
八
八
九
万
ピ
ク
ル
と
、
ほ
ぽ
四
九

％
減
少
し
て
い
た
。
主
要
農
業
生
産
物
の
四
九
年
実
績
は
表
示
（
後
出
第
２
表
を
参
照
）
の
と
お
り
で
あ
り
、
ン
」
れ
ま
た
最
高
水
準
を

大
巾
に
下
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
工
畏
茱
生
産
の
大
巾
な
後
退
の
な
か
で
、
一
九
四
九
年
の
工
農
業
生
産
総
額
は
合
計
四
六
六
．
一
億
元
で
あ
っ
て
、
工
．
農
業
比

率
を
総
生
産
の
次
元
で
と
る
と
、
工
業
の
三
〇
・
一
％
（
う
ち
手
工
業
は
六
．
九
石
）
に
　
１
た
い
し
て
農
業
の
六
九
．
九
％
で
あ
っ
た
。

あ
き
ら
か
に
畏
業
総
生
座
額
の
比
率
が
高
い
が
、
こ
れ
を
純
生
産
の
次
元
で
と
る
な
ら
ば
、
工
業
生
産
に
お
い
て
と
く
に
多
い
重
複

計
算
、
な
か
で
も
軽
工
業
部
門
に
お
け
る
原
料
農
産
物
の
加
算
な
ど
が
差
引
か
れ
る
の
で
、
推
業
比
率
の
優
伐
は
い
っ
そ
う
あ
き
ら

　
　
　
（
３
）

か
に
な
る
。
ま
た
、
総
生
産
で
み
る
と
し
て
も
、
千
工
業
を
枠
除
す
る
と
、
工
業
比
率
は
二
三
．
一
％
と
低
下
す
る
。
さ
ら
に
、
七

九
・
一
億
九
で
あ
っ
た
挑
代
工
業
は
、
工
炎
業
総
化
産
額
の
一
七
％
を
し
め
た
に
す
ぎ
ず
、
雌
．
刷
茱
．
伽
州
手
工
業
と
工
場
制
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

工
業
は
あ
わ
せ
て
八
三
％
を
も
し
め
た
（
後
川
第
６
表
を
参
照
）
。
職
争
に
よ
る
破
壊
と
分
断
と
い
う
条
件
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
狼
炎
生

産
Ｖ
工
業
生
産
　
　
閑
民
経
済
構
造
の
農
業
偏
重
、
消
費
財
生
産
Ｖ
生
産
財
生
産
　
　
工
業
構
造
に
お
け
る
消
荻
財
伽
重
、
手
工
業



生
産
Ｖ
現
代
工
業
　
　
工
業
発
展
の
未
成
熟
が
、
工
業
化
起
点
に
お
げ
る
国
民
経
済
の
全
般
的
な
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
態

を
後
進
的
農
業
国
、
半
植
民
地
・
半
封
建
的
後
進
性
と
、
わ
れ
わ
れ
は
よ
ぶ
の
で
あ
る
。

　
国
民
経
済
復
興
期
の
初
期
に
お
い
て
、
一
九
五
〇
年
三
月
、
政
府
は
「
国
家
の
財
政
経
済
の
統
一
に
関
す
る
決
定
」
を
公
布
し
、

局
地
的
に
継
続
す
る
革
命
戦
争
の
急
速
な
処
理
お
よ
び
建
政
活
動
の
大
衆
的
な
推
進
の
な
か
で
、
全
国
の
財
政
収
支
以
統
一
把
握
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

物
資
の
調
達
確
保
と
理
金
管
理
を
つ
う
じ
て
、
国
家
財
政
経
済
状
況
の
基
本
的
な
好
転
を
は
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
五
〇
年
、

因
家
財
政
収
支
は
な
お
二
・
八
九
億
元
の
赤
字
で
あ
っ
た
が
、
五
一
年
に
は
一
〇
・
六
億
元
の
黒
字
、
五
二
年
は
七
・
七
億
尤
の
黒

字
に
転
じ
た
。
こ
の
閉
、
一
九
五
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、
財
政
収
入
は
五
一
年
ｉ
一
九
八
・
八
、
五
二
年
－
二
六
九
・
四
、
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

支
出
は
五
一
年
ｉ
一
七
四
・
七
、
五
二
年
－
二
四
六
・
六
、
と
財
政
規
模
は
き
わ
め
て
速
い
速
度
で
も
っ
て
拡
大
し
た
。
全
国
卸
売

物
価
指
数
は
、
前
年
末
を
一
〇
〇
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
は
二
九
三
・
二
で
あ
り
、
な
お
解
放
前
の
物
仙
騰
貴
の
余
波
か
ら
脱
却
す

る
ン
」
と
は
で
ぎ
な
か
っ
た
が
、
五
一
年
は
一
二
二
・
二
と
し
だ
い
に
安
定
化
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
し
て
、
五
二
年
で
は
九
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

七
と
な
り
、
卸
売
物
伽
は
基
本
的
に
安
定
し
た
。
財
政
収
支
の
均
衡
化
と
規
模
拡
大
お
よ
び
金
融
・
物
仙
の
安
定
に
よ
っ
て
、
国
暫

工
業
と
協
阿
組
合
工
業
は
正
常
な
供
給
俗
要
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
し
だ
い
に
、
経
済
計
算
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

私
営
工
業
と
個
別
手
工
業
の
生
庇
も
市
場
混
乱
・
投
機
活
動
の
影
響
か
ら
脱
却
し
て
、
胴
民
経
済
の
禿
展
に
有
利
な
方
向
へ
し
だ
い

に
発
展
し
う
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
国
民
経
済
復
輿
期
の
最
終
年
度
で
あ
る
一
九
五
二
年
、
工
業
総
生
産
額
（
手
工
業
を
ふ
く
む
）
は
三
四
三
・
三
億
元
に
た
っ
し
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

九
年
に
比
し
て
一
四
四
・
九
％
増
大
し
た
。
こ
の
水
準
は
解
放
前
最
高
水
準
（
一
九
三
六
年
）
を
ぽ
ぼ
二
二
・
三
％
こ
え
て
い
る
。

表
示
（
次
ｎ
第
－
麦
）
の
と
お
り
、
主
要
工
業
生
陸
物
は
一
部
を
の
ぞ
い
て
い
ず
れ
も
燃
放
前
最
高
の
水
準
を
こ
え
た
、
な
か
で
も
重

　
　
　
巾
岡
困
民
経
済
の
発
腿
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
（
五
〇
五
）
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４

９
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８
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７

３
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８
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２

６
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１

８
・
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２
　
７
‘

８
・
７
．

Ｑ
Ｕ
　
（
Ｏ

ユ
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４
３
※
？

鉄銑

珂劃

次
最
油
料
械
ト
糸
布
塩
締
紙
草
汕

　
　
　
肥
雌
ソ
　
　
　
製
物

　
電
　
　
加
　
　
　
　
　
　
煙
杖

　
　
　
学
醐
メ
　
　
　
械
用

石
発
石
化
企
セ
納
綿
原
砂
機
巻
伐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
五
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
工
業
・
生
産
財
生
産
部
門
は
と
く
に
は
や

］
　
よ
　
　
　
ヒ
、
ノ

↓
昌
　
　
，
一
ｒ
・

新
内
力
・
け
　
　
い
速
度
で
発
展
し
た
。
重
・
軽
工
業
の
比

『
）
宙
年
一

讐
脱
ぷ
率
は
、
四
九
年
の
二
八
．
八
、
対
七
一
一
－
一
一

雌
火
剛
剖
Ｈ
　
　
％
か
ら
三
九
・
七
％
対
六
〇
・
三
％
と
な
り

※
　
　
“
ソ
　
俳
仏
　
八
「
　
机
双

。
一
『
的
建
　
　
ま
た
、
二
部
門
間
の
比
率
は
、
四
九
年
の

る
べ
よ
２
０
な
工
工
　
　
生
産
財
生
産
－
二
六
エ
ハ
％
対
消
費
財
生

に
ト
　
。
紙
的

　
ネ
る
製
期

判
版
あ
，
時
　
　
産
－
七
三
・
四
％
か
ら
、
五
二
年
の
同
じ

七
Ｈ
で
織
復

的
、
、
、
隻
紡
恢
　
　
く
三
五
・
六
％
対
六
四
・
四
％
と
急
速
に
変

大
峨
判
，
国

附
り
榊
榊
艸
　
　
化
し
た
（
後
出
第
７
表
を
参
照
）
。
ま
た
、
現

　
菖
［
耳
梓
亡
乍
　
　
ｏ

舳
蛆
∴
洲
代
工
業
総
走
額
も
二
二
〇
・
五
億
元

　
岡
解
煤
京
を

　
　
　
　
　
　
（
幾
城
製
造
業
は
丁
業
総
生
広
巾
五
・
二
％
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
制
手
工
茉
総
生
産
額
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

、

坤
大
し
た
）
に
た
っ
し
、
四
九
年
比
で
一
八
○
％
坤
大
、
三
六
年
比
で
二
ニ
ハ
．
六
％
増
大
し
た
。

九
・
六
億
元
、
四
九
年
比
七
〇
％
増
を
し
め
し
、
全
同
手
工
業
（
個
別
手
工
業
と
手
工
業
脇
ｎ
肌
く
。
を
ふ
く
む
）
は
七
三
．
一
億
尤
、

九
年
比
二
二
〇
％
坤
で
あ
っ
た
。
四
九
年
に
工
業
総
生
産
額
に
五
六
・
四
％
を
し
め
た
挑
代
工
茉
の
同
復
発
展
が
と
り
わ
げ
は
や
カ

っ
た
緒
果
、
五
二
年
に
は
六
四
・
二
％
を
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
工
場
制
手
工
茉
が
一
四
・
五
％
、
個
別
手
工
業
．
協
同
組
合
手
工

業
が
二
一
・
三
％
を
し
め
た
（
後
出
塘
６
表
を
参
照
）
。

　
農
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、
地
主
的
土
地
所
有
を
廃
棄
し
て
農
民
的
土
地
所
有
を
創
設
し
た
土
地
改
革
が
、
直
接
的
に
豊
業
生
産



の
回
復
売
展
を
も
た
ら
し
、
工
業
生
産
の
復
旧
と
発
展
の
た
め
の
基
礎
的
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
。
土
地
改
革
に
よ
っ
て
、
全
国
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
丁

億
余
の
土
地
を
も
た
な
い
か
土
地
に
不
足
し
た
農
民
は
ほ
ぽ
七
億
畝
（
一
畝
１
－
六
、
六
七
ア
ー
ル
、
総
計
約
四
、
七
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
耕
地
を
無
償
分
配
さ
れ
た
。
経
済
的
利
益
を
え
た
農
民
は
、
農
業
人
口
の
六
〇
％
な
い
七
〇
％
を
し
め
、
毎
年
食
蟹
二
、
○
○
○

万
ト
ソ
に
た
っ
し
た
年
貢
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
封
建
的
地
主
的
搾
取
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
全
国
平
均
の
一
人
あ
た
り

分
配
耕
地
は
三
畝
（
三
反
歩
）
で
あ
っ
て
、
壮
農
一
人
あ
た
り
耕
作
能
力
が
三
〇
畝
（
三
町
余
－
東
北
．
西
北
）
な
い
し
一
〇
畝
（
六
反

七
畝
－
華
中
．
南
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
充
分
な
耕
地
が
分
配
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
土
地
の
所

有
権
と
使
用
・
経
営
権
の
統
一
、
労
働
力
と
生
産
諾
手
段
の
直
接
的
な
結
合
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
農
民
の
生
産
意
欲
は
い
ち
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

る
し
く
た
か
ま
り
、
農
業
技
術
の
漸
次
的
部
分
的
な
改
善
と
と
も
に
、
農
茉
生
産
は
急
速
に
解
放
前
最
高
の
水
準
に
到
達
し
た
。

　
農
副
業
総
生
庵
額
は
、
五
二
年
、
四
八
三
・
九
億
元
に
な
り
、
四
九
年
に
く
ら
ぺ
て
四
八
・
五
％
も
の
増
大
を
と
げ
た
。
食
糧

（
大
豆
を
ふ
く
ま
ず
）
は
一
五
、
四
四
〇
万
ト
ソ
で
、
解
放
前
最
高
水
準
（
一
九
三
六
年
）
を
一
一
・
三
％
こ
え
、
四
九
年
比
で
四
二
・

八
％
増
大
し
た
。
綿
花
は
二
、
六
〇
七
万
ピ
ク
ル
と
な
り
、
解
放
前
最
高
水
準
（
同
三
六
年
）
を
五
三
・
六
％
こ
え
て
、
四
九
年
比
で

は
一
九
三
・
四
％
増
大
し
た
（
次
頁
第
２
表
）
。
工
農
業
生
産
の
回
復
発
展
に
と
も
な
い
、
交
通
・
運
輪
業
も
修
復
発
展
し
た
。
五
二
年
、

全
国
鉄
道
通
車
距
離
が
四
九
年
の
二
一
、
九
八
九
キ
回
か
ら
二
四
、
五
〇
〇
キ
回
余
に
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、
来
睦
線
、
成
漁
線
、

夫
蘭
線
が
雄
設
さ
れ
た
。
河
川
・
海
路
航
運
、
自
動
車
道
路
な
ど
も
相
当
の
発
展
を
ど
け
た
。
同
民
経
済
の
急
速
な
同
復
発
展
を
土

台
と
し
て
、
労
働
者
・
農
民
の
収
入
は
増
加
し
、
都
市
と
農
村
の
市
場
を
つ
う
ず
る
経
済
的
結
令
が
発
展
し
た
。
五
二
年
、
全
国
の

労
働
者
・
職
貝
数
は
四
九
年
比
で
九
七
・
五
％
の
増
加
を
し
め
し
、
計
一
五
八
○
万
人
に
た
っ
し
た
が
、
か
れ
ら
の
平
均
賃
金
は
四

九
年
よ
り
も
六
〇
％
な
い
し
二
一
〇
％
増
加
し
、
家
族
一
人
あ
た
り
の
平
均
消
費
額
は
一
六
七
・
七
元
と
な
っ
た
。
農
家
二
戸
あ
た

　
　
　
中
因
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
五
〇
七
）



大増の物産生業農要主表２
方
フ

寅

立
命
館
経
済
学
（
箪
十
一
巻
・
第
四
号
）

六
六
　
　
　
（
五
〇
八
）

Ｏ０１＝年
４
９

１
９００１＝高最前放解

年
５
２

１
９年

５
２

１
９年

４
９

１
９＼

＼
８

２
・

４ユ

７

０
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４１

３Ｌ３１

９

３
・

４ユ

９

５
．

６１
２
一

７
・
一

１
８
一

４

３
・
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０

０
・

ＯＯ，１

０

０
・

５５

３

９
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６２

４

７
．

４２

３

３
．

８１
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．
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一２
ユ
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４

７
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８

８
．
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９

５
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ｏ
）
　
４

０
・
４
・

ｕ
１
２

３Ｌーユ９
●

７７）
６３

９
　
４

５
・
５
・

１
４
１
５

（
ｏ
　
５
　
８

０
ワ
　
７
’
　
７
’

■
１
　
７
Ｊ
　
８

１

２

７
・

５２
〇
一

４
．
一

８
　
一

６
●

３５１

０

０
・

４３

０
６
５
３
４
一
５
２
４
５

２
・
６
３
．
７
．
８
．
一
６
・
７
・
４
．
６
．

１
３
１
２
１
４
７
４
一
１
０
ｕ
９
８

　
　
　
　
　
一
６

４
７
８
０
８
一
３
・
１
５
８

２
４
５
４
３
一
８
９
７
７

）
　
）
　
）
　
）
　
）
一
）

４
８
　
４
０
　
３
９
　
３
３
　
３
４
一
３
５

８

９
・

３

５８
〃

９５
〃

１６
〃

５５１
〃

１
一

５
・
一

４
　
一

４

２
・

５
〃

４３）
５４

２３
〃

８
　
ｏ
ｏ

８
・
４
・
９
ｎ

７
、
ポ
，
．

肌
附

）７３

物作
米

糧
父
※

麦
穀
類
豆

小
雑
馨
大

※
※
※

篶
花
ぺ
庶
菜
雌
種
一
Ｙ
∴
一
豚

一
舳
納
ジ
葉
廿
刮
落
菜
一

一
正
　
※
※
※
※
※
※
一
大
※
※
※
※
｛

下
」
る
致
則
に

点
峻
よ
一
姑
出

数
発
に
ぽ
弓
鼻

小
的
）
ほ
淋
者

讐
鴛
統
筆

浴
篶

谷
“
鴛
を

汀
鴛
お

島
炸
瓢

り
の
平
均
収
入
も
、
同
じ
く
三
八
％
ほ
ど
増
加
し
、
農
民
一
人
あ
た
り
平
均
消
費
額
は
七
二
・
八
元
に
な
っ
た
。

○
年
と
く
ら
ぺ
る
と
、
一
般
商
品
小
売
総
額
は
六
二
・
三
％
、
商
品
機
構
の
卸
売
額
は
七
九
・
九
％
ふ
え
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
民
経
済
を
急
速
に
同
復
発
展
さ
せ
．
、
財
政
経
済
状
態
を
根
木
的
に
好
転
さ
せ
る
秋
胆
は
、
三
年
あ
ま
り
の
船
期

閉
に
達
成
さ
れ
た
。
同
時
に
、
同
民
経
済
各
部
門
に
お
げ
る
祉
会
主
義
経
済
形
態
の
比
爪
．
が
た
か
ま
り
、
竹
伽
高
地
の
掌
握
と
と
も

に
そ
の
指
導
的
機
能
は
、
政
治
面
に
お
げ
る
人
岨
民
主
政
権
の
強
化
発
展
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
た
か
め
ら
れ
た
、
旧
岱
帖
芙
の
一
冊

品
卸
売
総
額
に
し
め
る
比
重
は
、
五
〇
年
の
二
三
・
二
％
か
ら
五
二
年
は
六
〇
・
五
％
へ
、
一
般
帖
品
小
売
総
額
に
し
め
る
比
兎

十
「
－
９
５
数
の
５

な
は
１
小
※
上

大
の
上
は
，
刊

偉
も
作
但
お
月

『
き
工
の
な
半

山
な
計
そ
。
華
。

前
仇
統
，
る
新
る

　
の
¢
が
す
¢
よ

　
　
　
（
ｎ
）

　
　
　
　
　
一
九
五
二
年
を
五

　
　
（
１
２
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

（
協
同
組
合
商
業
を
ふ
く
む
）
は
、
同
じ
く
一
一
・
六
％
か
ら
三
四
・
四
％
に
ふ
え
た
。
　
一
九
五
〇
年
三
月
か
ら
同
年
末
ま
で
に
、
国

家
銀
行
の
預
金
・
貸
付
・
為
替
業
務
は
六
倍
以
上
に
ふ
え
、
国
宗
銀
行
は
全
因
の
九
八
％
以
上
の
銀
行
預
金
、
貨
付
を
掌
握
す
る
こ

　
　
　
　
（
１
４
）

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
工
業
総
生
産
に
し
め
る
国
営
工
業
の
比
束
は
四
九
年
の
二
六
・
三
％
か
ら
五
二
年
は
四
一
・
五
％
に
た
か
ま

　
（
１
５
）
っ
た
Ｃ
集
団
的
農
業
経
営
の
萌
芽
形
態
で
あ
る
生
産
互
助
組
は
、
五
〇
年
に
全
国
農
家
総
数
の
一
〇
。
七
％
を
し
め
、
五
一
年
に
は

一
九
・
二
％
、
五
二
年
で
は
四
〇
・
○
％
（
う
ち
初
級
農
業
生
産
協
同
組
合
は
○
・
一
弓
）
を
し
め
た
（
後
出
第
１
０
表
を
参
照
）
。

　
建
因
三
年
ら
い
の
こ
れ
ら
す
ぺ
て
の
成
果
は
、
中
国
が
回
復
発
展
の
漢
階
を
す
で
に
お
え
て
、
因
家
を
杜
会
主
義
へ
改
造
す
る
計

画
的
な
経
済
建
設
に
本
格
的
に
斎
手
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
条
件
で
あ
っ
た
。
碓
同
後
ま
も
な
く
発
生
し
た
朝
鮮
戦
争
が
、
抗
米
援

朝
運
動
の
展
開
に
と
ど
ま
ら
ず
、
か
え
っ
て
工
業
化
開
始
を
促
進
す
る
一
つ
の
契
機
と
さ
え
な
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

　
　
（
１
）
　
一
九
四
九
年
以
前
に
お
け
る
中
因
経
済
の
娃
本
的
特
徴
を
ど
う
と
ら
え
ろ
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
際
き
わ
め
一
、
煎
大
た
水
味
を
も
っ
て

　
　
い
る
が
、
本
稿
で
は
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
２
）
　
帷
暮
橘
『
中
国
因
民
経
済
的
杜
会
主
義
改
迭
』
（
一
九
五
九
年
、
北
京
）
四
五
べ
－
ジ
、
祁
一
、
心
、
外
文
出
版
杜
、
北
京
、
五
三
へ
ー
ジ
、

　
　
揚
堅
内
『
中
国
人
民
共
和
閑
恢
復
和
発
股
国
民
経
済
的
成
枕
』
（
一
九
五
六
年
、
北
京
）
　
一
ニ
ベ
ー
ジ
を
参
照
。

　
（
３
）
　
純
生
産
に
お
け
る
各
経
済
郁
門
の
比
率
を
み
れ
ぼ
、
工
・
農
業
総
坐
、
比
（
Ｈ
一
〇
〇
）
の
比
率
が
四
九
・
七
％
対
五
〇
・
三
石
で
あ
っ
た
五
人
年

　
　
に
お
い
て
も
、
二
三
・
九
％
対
五
二
・
九
％
（
そ
の
他
が
二
二
・
七
ら
）
で
あ
っ
た
（
後
川
二
の
沽
火
Ｄ
を
参
照
、
石
川
滋
、
前
山
論
文
四
一
へ
－
ジ
）
。

　
（
４
）
　
一
九
三
六
年
、
視
代
工
業
が
工
農
業
総
牛
脈
絨
に
し
め
る
比
率
は
、
四
九
年
の
火
続
比
率
と
比
較
し
う
る
よ
う
に
五
二
年
不
火
仙
格
に
拠

　
　
算
し
て
一
四
，
％
前
後
で
あ
り
、
三
六
年
の
時
仙
に
よ
る
と
、
約
一
一
％
を
し
め
た
に
す
ぎ
た
い
（
篶
堅
白
『
解
放
以
来
我
国
胴
Ｎ
維
済
｝
幾
郁

　
　
主
災
比
例
関
係
的
火
化
』
一
九
五
七
年
、
上
海
、
三
五
へ
－
ジ
）
、
な
お
、
四
九
年
の
大
榊
七
九
・
一
億
元
は
、
趣
芸
文
『
新
巾
岡
的
工
米
』

　
　
（
一
九
五
七
年
、
北
京
、
　
一
七
べ
ー
ジ
）
。

　
（
５
）
　
愛
知
大
学
国
際
問
魎
研
究
所
『
新
中
国
縦
済
雄
設
の
過
程
』
（
一
九
五
一
年
、
企
丸
一
夫
氏
の
手
に
な
る
）
を
参
照
。
た
お
、
毛
沢
東
「
為

　
　
　
｝
閑
旧
民
経
済
の
発
雌
逃
稚
Ｈ
（
松
野
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
五
〇
九
）



　
立
命
鮒
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
箪
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
（
五
一
〇
）

争
取
国
家
財
政
経
済
状
況
的
基
本
好
転
而
斗
争
」
（
五
〇
年
六
月
）
を
は
じ
め
と
す
る
諦
諭
（
コ
ニ
年
来
新
中
国
経
済
的
成
枕
』
１
一
九
五
三
年
、

）元億（支灰↓政財の期興復済経民国Ａ衣江

数指
５
０

，
２
／

５数指
５
０

１
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５
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０
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０
・

０１（６５７１
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０
）

０
・

１
０

６
（

９
一

２１

）８１９（０９１１

）２８＋

６
（

０
．

１＋

）ＯＯ０１（２５６

）４４０１（１８６

）４４一
９
（２－

入灰↓女－才員
１
■
」
。

は支
一
、
一

〃

蘭窺差支収

○

す示を比対支収は）（
○るよに』年七的大偉『出

＾
心

」
日
］

化変の成構支収政財の明Ｕ

蝿
ノ
け
久ノ
｛
済経肚国Ｂ

ｆ
一
く

ジ仁
、
ン
レ

年
５
２
１
９

１
年
５
１
１
９

年
５
０
１
９

年
５
１
１
９

年
５
０
１
９

　
北
京
１
に
所
収
、
中
国
研
究
所
訳
『
中
因
に
お
け
る
人
民
民
主
主

　
義
の
建
設
』
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
６
）
　
注
の
表
Ａ
・
Ｂ
に
み
る
と
お
り
、
こ
の
期
間
、
財
政
収
入
で

　
は
税
収
の
比
重
が
た
か
い
が
、
低
減
伽
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
国

　
営
企
業
収
入
の
比
率
は
上
向
慎
向
を
し
め
し
て
い
る
。
他
方
支
出

　
で
は
維
済
建
設
支
出
が
上
向
煩
向
、
国
防
支
山
が
下
向
徴
向
を
し

　
め
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

（
７
）
　
一
九
三
七
年
か
ら
四
九
年
柞
に
お
け
る
貨
幣
発
行
額
の
増
大

　
は
一
、
七
六
八
億
俳
に
た
っ
し
た
。
（
郭
瑞
楚
『
恢
復
時
期
的
中

　
国
経
済
」
、
　
一
九
五
三
年
、
四
七
べ
－
ジ
な
お
、
呉
岡
『
旧
中
国

　
通
貨
膨
脹
資
料
』
一
九
五
八
年
、
上
海
を
参
照
）
。
　
一
九
三
六
年

　
六
月
の
物
価
を
基
雌
と
す
る
と
、
四
八
年
八
月
因
民
党
放
府
が
金

　
元
券
に
改
川
し
た
と
き
に
は
、
六
〇
〇
万
倍
に
た
っ
て
お
り
（
藤

　
暮
橋
「
三
年
来
巾
同
維
済
職
線
上
的
偉
大
勝
利
」
！
前
川
「
三
年
来

　
新
巾
困
維
済
的
成
枕
、
　
一
八
一
べ
ー
ジ
）
、
四
九
年
閏
民
北
政
府

　
の
崩
壊
時
に
は
二
、
五
〇
〇
億
什
に
た
っ
し
た
（
暢
培
新
一
．
我
旧

　
的
貨
幣
制
皮
壮
独
立
、
統
一
和
穏
定
的
貨
幣
伽
度
」
－
－
『
析
雌
半

　
月
刊
』
一
九
五
五
年
一
、
一
け
）
。

（
８
）
　
榊
公
文
は
、
二
、
一
、
三
吃
で
あ
る
－
一
し
し
（
前
山
『
析
巾
胴
的

　
工
業
』
二
〇
へ
ｉ
ジ
）
、
概
幣
〔
は
ほ
ぼ
三
〇
％
で
あ
る
と
し
て

　
い
る
（
前
川
『
解
放
以
来
我
旧
国
民
維
済
中
幾
和
上
婆
比
例
閑
係

　
的
変
化
』
三
ニ
ヘ
ー
ジ
）
。



（
９
）
　
一
九
三
六
年
、
承
工
業
は
工
業
総
生
産
額
中
に
、
約
二
三
％
を
し
め
た
に
と
ど
ま
る
（
楊
堅
白
、
前
出
『
中
華
人
民
共
和
国
恢
復
的
発
展

　
国
Ｋ
経
済
的
成
就
』
北
京
、
　
一
ニ
ベ
ー
ジ
）
。

（
１
０
）
　
慶
魯
言
「
三
年
来
土
地
改
革
運
動
的
偉
大
勝
利
」
（
前
出
『
三
年
来
新
中
同
経
済
的
成
枕
』
　
一
一
一
～
一
一
八
へ
－
ジ
）
、
李
衷
、
城
二
二
年

　
来
新
中
国
農
業
生
産
上
的
偉
大
成
枕
」
（
前
同
、
　
二
一
八
～
二
二
二
ぺ
ー
ジ
）
お
よ
び
天
野
元
之
助
『
新
中
国
の
土
地
改
革
』
　
（
ア
ジ
ア
経
済

　
研
究
所
一
九
六
二
年
）
を
参
照
。
な
お
土
地
改
革
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
勤
労
農
民
の
土
地
所
有
制
」
の
基
本
性
格
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

　
仮
題
「
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
勤
労
農
民
的
土
地
所
有
の
創
設
と
そ
の
発
岐
」
に
お
い
て
若
干
の
私
見
を
の
べ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ｕ
）
労
働
者
職
員
の
平
均
賃
金
に
つ
い
て
は
、
薄
一
波
「
中
華
人
民
共
和
国
三
年
来
的
成
就
」
（
前
出
『
三
年
来
新
中
因
的
経
済
成
就
』
、
一
〇

　
八
べ
ー
ジ
、
前
出
邦
択
七
べ
ー
ジ
）
お
よ
び
李
富
春
『
報
告
』
（
前
同
書
一
二
四
べ
ー
ジ
邦
訳
二
ニ
ベ
ー
ジ
）
を
参
照
。
　
一
人
当
り
平
均
消
費

　
額
は
、
楊
堅
白
、
前
出
『
解
放
以
来
我
国
因
民
経
済
中
幾
種
主
要
比
例
関
係
的
変
化
』
、
四
九
ぺ
ー
ジ
を
参
照
。
農
民
の
平
均
収
入
に
つ
い
て

　
は
、
楊
堅
白
、
前
山
『
中
華
人
民
共
和
国
恢
復
和
発
峡
国
民
経
済
的
成
枕
』
、
五
べ
ー
ジ
を
参
照
。

（
！
２
）
　
藤
暮
橋
前
山
『
中
国
困
民
経
済
的
杜
会
主
義
改
遣
』
（
四
七
べ
－
ジ
、
邦
訳
、
五
五
ぺ
ー
ジ
）
を
参
照
。

（
１
３
）
　
膵
暮
橋
前
同
書
、
四
七
べ
ー
ジ
、
邦
沢
五
五
べ
ｉ
ジ
を
参
照
。

（
１
４
）
　
金
融
制
度
研
究
会
『
中
因
の
金
融
制
度
』
　
一
九
〇
べ
ー
ジ
を
参
照
。

（
１
５
）
　
蕗
暮
橘
、
前
川
書
、
四
五
べ
ー
ジ
、
邦
訳
五
三
べ
ー
ジ
を
参
照
。

三
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に
お
げ
る
工
農
業
関
係

　
中
華
人
民
共
和
国
成
立
い
ら
い
の
国
民
経
済
発
展
の
た
め
の
基
本
方
針
は
、
、
い
わ
ゆ
る
「
過
波
期
の
総
路
線
」
に
よ
っ
て
明
確
に

定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
中
華
人
民
共
和
因
の
成
立
か
ら
杜
会
主
義
杜
会
の
建
設
を
な
し
と
げ
る
ま
で
、
こ
の
あ
い
だ
は

過
波
期
で
あ
る
。
過
渡
期
に
お
げ
る
国
家
の
基
本
的
任
務
は
、
国
の
杜
会
主
義
的
工
業
化
を
一
歩
一
歩
実
現
し
、
農
業
．
手
工
業
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

よ
び
資
本
主
義
的
工
商
業
に
た
い
す
る
杜
会
主
義
的
改
造
を
一
歩
一
歩
完
成
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
。
み
る
と
お
り
、
「
過
渡
期
の

　
　
　
　
中
園
同
ｋ
維
済
の
発
映
過
私
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
（
五
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
嬉
十
一
巻
・
箪
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
（
五
一
二
）

総
路
線
」
は
、
一
方
に
お
い
て
杜
会
主
義
的
工
業
化
を
段
ど
り
を
お
っ
て
推
進
し
な
が
ら
、
同
時
に
非
杜
会
主
義
的
経
済
制
度
を
し

だ
い
に
祉
会
主
義
的
経
済
制
度
に
変
革
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
総
路
線
」
が
す
で
に
国
民
経
済
復
典
期
を
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

う
ず
る
回
復
発
展
の
な
か
で
部
分
的
に
貫
徹
さ
れ
て
ぎ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
に
普
手
さ
れ
た

第
一
次
五
カ
年
計
画
は
、
国
民
経
済
復
蜘
一
期
に
整
傭
さ
れ
た
経
済
・
政
治
上
の
諾
条
件
を
前
提
と
し
、
ま
た
「
過
渡
期
の
総
路
線
」

の
全
般
的
な
実
玖
の
た
め
に
は
ほ
ぼ
十
五
カ
年
、
三
次
の
五
カ
年
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
長
期
的
予
測
に
た
っ
て
、
具
体
的
な

経
済
発
展
方
針
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
「
過
波
期
の
総
路
線
」
の
短
期
的
目
標
と
し
て
立
案
さ
れ
た
「
第
一
次
五
カ
年
計
画
」
の
基

本
的
内
容
は
、
「
重
工
業
を
主
と
す
る
工
業
の
雄
設
」
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
の
工
業
化
の
た
め
の
初
歩
的
な
基
礎
を
ぎ

づ
ぎ
あ
げ
る
と
と
も
に
、
当
時
な
お
国
民
経
済
の
な
か
で
大
き
な
比
重
を
し
め
た
非
杜
会
主
義
的
経
済
制
度
を
杜
会
主
義
化
す
る
た

め
の
基
礎
を
っ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
第
一
次
五
カ
年
計
画
書
に
よ
れ
ぱ
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
積
極
的
な
杜
会
主
義
工
業
化
の
政
策

を
実
施
し
て
、
因
家
の
生
鹿
力
水
準
を
た
か
め
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
－
…
－
・
・
積
極
的
な
工
業
化
の
政
策
、
っ
ま
り
重
工
茱
を
優
先

的
に
発
展
さ
せ
る
政
策
を
採
用
す
る
目
的
は
、
強
固
な
国
防
力
を
う
ち
た
て
、
人
民
の
需
要
を
充
足
し
、
国
民
経
済
の
杜
く
ム
士
上
遼
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

造
を
実
猟
す
る
物
質
的
基
礎
を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
る
」
。
「
重
工
業
を
主
と
す
る
工
業
の
某
本
雄
設
の
目
的
は
、
わ
が
固
の
旧
民
経

済
を
、
技
術
の
い
ち
ち
る
し
く
た
ち
お
く
れ
た
状
態
か
ら
、
現
代
化
し
た
技
術
の
軌
道
に
す
す
め
て
、
わ
が
同
の
工
業
、
農
棄
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

び
運
輪
茱
の
た
め
に
塊
代
的
な
技
術
的
蓄
稜
を
っ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
、
乖
工
業
優
先
発
展
の
方
針
は
、
た

ち
お
く
れ
た
農
業
国
を
、
先
進
的
な
工
業
国
、
杜
会
主
錘
的
工
茱
国
に
か
え
て
い
く
原
則
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ

と
は
、
国
宗
鮒
政
支
出
に
お
げ
る
工
茱
雄
設
投
資
、
と
く
に
策
工
業
碓
設
投
資
の
比
煎
の
大
ぎ
さ
に
も
っ
と
も
閉
瞭
に
反
映
し
て
い

る
（
次
頁
犯
３
五
参
照
）
。
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（
　
　
　
一
（

５
６
４
一
０

３
．
３
・
８
・
一
〇
・

２
　
４
　
７
’
　
」
８

１
■
　
Ｏ
ん
　
Ｌ
－
　
　
Ｏ
０

５
５
一
．
．
、
口
．
５

０
Ｊ
　
Ｏ
）
　
、
　
　
　
Ｏ
）

１
　
１
　
一
．
１

）
）
）
）

３
　
３
　
９
　
３

１
　
０
　
５
　
９

１
■
　
１
■
　
１
■

（
（
（
（

７
　
０
　
０
　
３

０
．
３
・
８
・
８
・

９
　
９
　
４
　
３

　
　
ユ
■
１
け
１

４
　
５
　
だ
０
　
７
‘

「
〇
　
一
」
０
　
Ｆ
〇
　
　
一
」
Ｏ

Ｏ
Ｊ
　
Ｏ
）
　
０
Ｊ
　
Ｏ
Ｊ

１
↓
　
１
■
　
１
■
　
　
１
■

　
．
　
）

　
一
〇
〇

　
一
９

　
・
　
１
■

　
１
（

〇
一
０

０
・
一
７
・

５
５
　
２
６

　
９

パ
一
一
１

）５
●

４２１（０７６２

５
８
５
９
６
０
６
１
６
２
一
市
、
イ
杉
淋

　
○
リ
　
Ｏ
）
　
Ｏ
）
　
０
）
　
一

　
１
１
１
１
一

軽
工
業
の
一
で
あ
り
、
五
三
～
五
七
年
－
同
じ
く
五
・
七
に
た
い
し
て
一
で
あ
る
）
と
た
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）

　
　
　
　
　
第
３
表
に
あ
ぎ
ら
か
な
と
お
り
、
国
民

。
画
資
　
　
経
済
文
化
各
都
門
へ
の
投
資
に
し
め
る
工

る
計
投
入

あ
家
本
則
業
基
木
建
設
投
資
の
割
合
は
、
農
業
関
係

で
因
基
幻

数
は
，
コ
　
基
本
投
資
の
割
合
を
大
巾
に
こ
え
て
い
る
。

桂
９
年
が
鮒

る
５
る
状
　
一
九
五
二
年
で
は
三
八
・
八
％
対
二
二
・

す
お
わ
済

肚
ぷ
雅
八
・
で
あ
つ
た
が
、
五
三
年
以
降
の
五
カ

　
る
う

汀
狐
年
で
は
小
計
五
五
・
．
・
億
元
の
崇
．

前
　
　
　
発

は
く
こ
年
　
五
％
に
あ
た
る
二
五
〇
・
三
億
元
が
工
業

　
ふ
は
９

）
が
額
９
５

（
象
総
ｕ
基
本
建
設
に
投
下
さ
れ
、
七
．
六
％
に
あ

の
気
資
酬

↑
，
投
「
　
た
る
四
一
．
九
億
元
が
農
業
関
係
基
本
建

。
利
本
（

凶
水
基
る
　
設
に
投
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
工
業
基
本
雄

↓
，
，
あ

稗
鮒
正
設
投
資
に
し
め
る
重
工
業
塔
と
軽
工
業

的
，
あ
発

大
は
で
未
部
分
の
割
合
は
、
一
九
五
二
年
七
六
．
○

煤
に
緬
は

『
係
総
倣
％
対
二
川
・
○
％
で
あ
り
、
以
後
五
カ
年

出
閑
資
の

エ
セ
、
し
又
．
－
　
…
　
　
平
均
八
五
・
○
％
村
一
五
・
○
％

　
濃
内
総

　
　
　
　
　
（
五
二
年
－
板
∴
茱
の
一
．
一
∴
一
に
た
い
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
二
年
か
ら
五
八
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
五
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
箪
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
五
一
四
）

み
る
と
、
基
本
建
設
投
資
総
額
八
六
〇
・
○
億
元
の
う
ち
、
五
一
・
一
％
が
工
業
基
本
投
資
、
八
・
六
％
が
農
業
関
係
基
本
投
資
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

充
当
さ
れ
、
工
業
基
本
投
資
中
八
五
・
六
％
が
重
工
業
、
一
四
・
四
％
が
軽
工
業
部
分
に
あ
て
ら
れ
た
。

　
基
本
建
設
投
資
の
配
分
か
ら
み
れ
ば
、
重
工
業
の
優
先
発
展
を
志
向
す
る
な
か
で
、
「
工
業
と
経
済
計
画
全
体
の
完
成
を
保
証
す

　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

る
基
本
条
件
で
あ
る
」
農
業
関
係
へ
の
投
資
が
少
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
工
農
業
生
産
総
額
中
、
五
二
年
な
お
五
八
・

五
％
（
五
〇
年
～
五
二
年
平
均
で
は
六
丁
七
％
、
な
お
後
出
第
４
表
を
参
照
）
を
し
め
た
農
業
に
た
い
し
て
投
資
が
過
少
で
は
な
い
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
が
、
国
家
財
政
を
つ
う
ず
る
配
分
投
資
の
ほ
か
に
、
種
々
の
農
業
融
資
が
あ
り
、
ま
た
、
農
業
の
回
復
発
展
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

自
己
投
資
を
加
え
る
と
、
ほ
ぽ
農
業
発
展
の
資
金
需
要
を
充
足
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
家
に
よ
る
投
資
・
融
資
が
計
画
を

上
わ
ま
っ
た
以
外
に
、
「
五
カ
年
内
に
農
民
が
拡
大
再
生
産
に
あ
て
る
投
資
総
額
は
、
農
業
総
生
産
額
の
増
加
計
画
、
農
民
の
生
産

財
購
買
力
の
増
加
計
画
か
ら
、
…
－
…
ほ
ぽ
一
〇
〇
億
元
と
な
り
、
う
ち
固
定
資
産
増
加
に
は
約
六
〇
億
元
、
流
動
資
金
増
加
に
は
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

四
〇
億
元
と
な
る
」
と
さ
れ
た
白
己
投
資
部
分
も
計
画
を
こ
え
た
。
し
か
し
他
方
、
農
業
投
資
の
低
さ
が
、
過
渡
期
に
お
げ
る
農
業

生
産
発
展
の
た
め
の
基
本
方
針
が
農
業
の
杜
会
主
義
改
造
　
　
撲
業
集
団
化
に
主
と
し
て
お
か
れ
て
き
た
こ
と
と
深
く
関
連
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
、
把
握
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
箪
一
、
巾
因
が
き
わ
め
て
後
進
的
な
工
業
水
準
を
雄
設
起
点
と

し
た
た
め
に
、
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の
資
金
を
工
業
と
く
に
重
工
業
に
充
当
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
大
蛙
の
農
業
機

械
や
化
学
肥
料
・
炎
薬
を
な
お
十
分
・
円
滑
に
供
給
し
え
な
い
工
業
の
発
展
水
準
を
は
な
れ
て
、
農
茱
生
産
投
資
の
み
を
拡
大
し
て

も
、
そ
の
効
果
は
期
待
し
え
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
、
農
業
生
産
資
料
購
入
資
金
の
無
彼

供
与
　
　
っ
ま
り
工
業
投
資
の
緊
縮
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
農
業
生
産
の
売
腿
、
理
代
化
を
意
図
す
る
際
に
は
、
土
地

改
革
が
創
設
し
た
零
細
小
農
経
営
を
集
団
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
利
用
の
高
度
化
、
労
働
の
集
団
化
、
資
金
の
集
中
を
は
か



り
、
農
業
の
潜
在
的
生
産
力
（
潜
在
的
季
節
的
失
業
農
業
人
口
の
全
面
的
利
用
な
ど
）
を
発
掘
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、

農
業
生
産
の
現
代
化
を
促
進
す
る
農
業
生
産
投
資
は
、
農
業
生
産
の
集
団
化
と
、
い
う
「
杜
会
革
命
」
と
は
な
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

と
す
る
根
本
的
理
解
に
た
っ
て
、
「
ま
ず
集
団
化
、
つ
い
で
機
械
化
」
と
い
う
発
展
段
階
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
家
財
政
支
出
の
う
ち
に
端
的
に
み
ら
れ
る
重
工
業
重
点
方
針
の
も
と
で
、
工
農
業
生
産
は
一
九
五
三
年
ク
五
七
年
の
問
に
表
示

（
次
頁
塘
４
表
）
の
と
お
り
、
計
画
を
う
わ
ま
わ
る
発
展
を
と
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
工
農
業
総
生
産
は
計
画
発
展
率
（
五
二
年
Ｈ
一
〇
〇
．
○
、

以
下
同
）
一
五
一
・
一
　
　
一
、
二
四
九
・
九
億
元
を
こ
え
て
、
実
績
発
展
率
一
六
七
・
七
　
　
一
、
三
八
七
．
四
億
元
に
た
っ
し
、

そ
の
計
画
達
成
率
は
一
一
一
・
○
で
あ
っ
た
。
工
業
総
生
産
は
計
画
発
展
率
一
九
八
・
三
　
　
六
六
八
．
八
億
元
を
こ
え
、
実
績
発

展
率
二
二
八
・
九
　
　
七
八
三
・
九
億
元
と
な
り
、
計
画
達
成
率
一
一
七
・
二
で
あ
っ
た
。
工
業
生
産
の
な
か
で
は
、
生
産
財
生
産

は
計
画
発
展
率
二
二
六
・
五
－
二
七
六
・
八
億
元
を
こ
え
、
実
績
発
展
率
三
一
〇
・
四
　
　
三
七
九
．
四
億
元
に
た
っ
し
、
計
画
達

成
率
二
二
七
・
一
で
あ
り
、
消
費
生
産
は
計
画
発
展
率
一
七
九
・
七
　
　
三
九
七
・
三
億
元
を
こ
え
て
、
実
績
発
展
率
一
八
二
．
五

　
　
四
〇
四
・
五
億
元
で
、
そ
の
計
画
達
成
率
は
一
〇
一
二
八
で
あ
っ
た
。
手
工
業
生
産
は
計
画
発
展
率
ニ
ハ
○
．
九
　
　
一
一
七

・
六
億
元
を
こ
え
て
、
実
絞
発
展
率
一
八
二
・
九
　
　
二
二
一
二
・
七
億
元
、
計
画
達
成
率
一
二
二
．
七
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
農
業
生

産
は
計
画
発
展
率
二
…
・
三
　
　
五
九
六
・
六
億
元
を
こ
え
て
、
実
紋
発
展
率
二
一
四
．
七
　
　
六
〇
三
．
五
億
元
に
た
っ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

計
画
達
成
率
は
一
〇
一
・
一
で
あ
っ
た
。
な
お
、
同
瑚
に
お
げ
る
年
平
均
発
展
率
は
、
工
農
業
総
生
産
－
一
〇
．
九
％
、
工
業
総
生

産
－
一
八
・
○
％
（
う
ち
手
工
業
－
二
一
・
八
％
）
、
農
業
総
生
産
－
四
・
五
％
で
あ
っ
た
。
国
民
経
済
復
典
期
に
年
平
均
三
四
．
○
％
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

同
復
発
展
率
を
保
持
し
た
工
業
総
生
産
の
発
展
率
は
、
鈍
化
し
て
い
る
が
、
農
業
総
生
産
の
同
復
禿
展
率
が
年
平
均
一
川
．
一
％
か
ら

四
・
五
％
に
な
っ
た
こ
と
に
く
ら
ぺ
る
と
な
お
高
い
発
展
テ
ソ
ポ
を
保
持
し
て
い
る
（
次
頁
笏
５
表
）
。
発
展
率
に
お
け
る
工
業
総
生
産

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
娯
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
五
一
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
四
号
）

七
四
　
　
（
五
一
六
）

）元億

（
　
．重比の業農工るげおに産生総業農工表４嬉

レ
ｕ
、
ノ

上
％
の
（
Ｃ中
Ａ
率

…

レ
し
）

上
弓
の
（
Ｂ中

Ａ
率

産
Ｃ
■生総業

農
額

産
Ｂ生総業

工
傾

生
Ａ
一総業

農
碩
工
嘩

９９６１０３９５２３

７６６３３３６３８３

４
６
１６８３７９１４

５８５５
４
１９３８４

７
６
ユ

１
Ｏ
〇
一
２５

３
　
．
８
一
３
一

２７４

２
一
１

７
’
　
一
〇
Ｊ

８
一
〇
リ

２
　
　
４

１
■
　
一

８９４２０５７
●

５１５

３０５７９４４５５５

３５４７４５９２８５

５３４
Ｆ
０

６５
Ｆ
ｂ

３０６

　
一
４

９
　
．

　
一
　
（
０

７
‘
■
Ｑ
ｄ

４

４２３

「
」
９７３

‘
－
、

　
一
（
０

１
１
　
一
　
一
３

り
ム
　
・
（
Ｏ

に
Ｕ
　
一

６７６

）０７３５（

６６５７，２

０３８７

、
」
１２６

／
－
、

０１７６

〕６６１７

「
、

２０４１

２１９１

５３６２

３３４３

　
一
〇

〇
一
　
・

　
一
７
‘

ｏ
〇
　
一
４

ｏ
）
一
４

７
’
　
一

７９１５

７８４５

６
●

３０７

９３８７

）０４０７（

９２００，３

１６６４
８
　
２
　
２

４
３
　
７

７
　
８
　
２

５
　
６
　
８

Ｏ０７１，１

Ｏ
■

０３６，１

４３７１１
ｒ
」

　
一
１

２
一
　
．
　
６

Ｆ
〇
一
４

ｏ
◎
一
〇
）

〇
一
２
一

４５３０１

１４０１，１

５６８２，ユ

４７８３，ユ

）０１４２１（
５
．

Ｏ
）
　
一

５
　
．

７
　
．
５
一

Ｏ１４８，１

０３１４，２

〕２７５９１〔

度年

９
　
０
　
１

４
　
一
Ｌ
ｏ
　
「
ｏ

０
）
　
Ｏ
）
　
Ｏ
）

１
■
　
１
■
　
１
■

２５９１
Ｌ
Ｉ
一
〇
〇

一
一
一
〇
．
　
５

＼
　
一
９

パ
一
一
１

４
　
５
　
（
ｏ
　
７

［
ｏ
　
ｒ
ｏ
　
Ｅ
ｏ
　
［
ｏ

Ｏ
）
　
Ｏ
）
　
０
）
　
Ｏ
）

１
↓
　
１
■
　
１
■
　
１
■

』
－
１
８
９
０
１
２

言
．
５
５
６
６
６

＼
　
一
〇
）
　
ｏ
）
　
９
　
９
　
９

パ
り
　
　
１
１
１
１
１

経
５
２
。

民
は
る

同
で
あ

年
ま
で

５
９
年
俗

９
７
’
亡
ｕ

　
　
亘

１
５
ｆ

尽
一
。
変

帥
る
不

叩
あ
年
胴
讐

」　
目
て

統
定
め

家
原
く

国
の
ふ
昨
貨

５
年
（

↓
カ
年

年
５
５
７

＋
次
一

的
２
降

大
第
以

偉
は
年

『
Ｕ
　
　
　
８

　
、
」
［
ｏ

ｕ前
〔
り
一
上
あ

年
報
で

５
８
公
絡

一
的
価

４
９
醍
変

１
９
発
不

　
済
年

率展党比年前どな産生業

曲
、
、
火

工限所民国表”冴

介
１
＼

　
　
　
　
目
子

　
　
　
芙
　
『

　
辻
、
ホ
祭
　
蘂
竿

　
二
工
　
３
漂

　
＼
　
　
　
　
＼
＼

＼
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
＼
、

　
　
　
〈
／
．
’

／
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
’
‘

　
　
１
１
　
　
　
　
　
／
　
　
’

　
　
　
　
　
１
４
一

　
　
　
　
　
＼
ソ

　
　
　
　
＼
・
一

　
　
　
、
１
　
〈

　
　
　
　
　
／
７
一
、

、

一

－

＼

１
＼クー

＼

＼へ１
＼

バ

、
、

８
、

グ
、

、、

＼｝

９

＼
’
，

’

、
ｉ

“

■
一

～”珊汀珊

５
５

皿

５
３

８■
５
０

７
０

６
０

５
０

仰

３
０

”

ｍ
一
完
、
９４）

中
ヌ
年

↑
ヰ
↑汽大

億
－ｐ

土
＾
ギ



Ｖ
農
業
総
生
産
の
結
果
、
工
業
総
生
産
と
農
業
総
生
産
の
実
績
比
率
は
、
経
済
復
典
期
を
つ
う
じ
て
の
三
八
．
三
％
対
六
一
．
七
％

か
ら
、
五
七
年
に
は
五
六
・
五
％
対
四
三
・
五
％
（
計
画
実
績
で
の
比
率
は
五
二
．
八
％
対
四
七
．
二
劣
）
へ
と
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、

五
三
年
～
五
七
年
の
全
体
の
比
率
に
あ
っ
て
も
、
五
二
・
一
％
対
四
七
・
九
％
と
均
衡
状
態
を
え
て
は
や
く
も
逆
転
し
て
い
る
。
国

民
所
得
に
し
め
る
工
業
生
産
の
比
重
は
、
五
七
年
で
も
な
お
二
六
・
五
％
（
国
民
所
得
中
の
工
．
農
業
を
一
〇
〇
と
す
れ
ぼ
三
五
．
○
％
）

に
す
ぎ
な
い
が
、
工
・
膿
業
の
相
対
関
係
の
変
動
傾
向
を
と
ら
え
る
う
え
で
は
、
工
・
農
業
総
生
産
比
率
は
た
よ
る
べ
き
基
準
と
な

　
　
（
１
２
）

り
う
る
。
ま
た
、
工
農
業
総
生
産
額
の
な
か
で
、
一
九
三
六
年
に
当
年
価
格
で
一
一
％
前
後
、
五
二
年
価
格
で
一
四
％
前
後
を
し
め

　
比
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
い
た
現
代
工
業
の
比
率
は
、
五
カ
年
問
に
表
示

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
峰
工
は
い

　
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幾
『
手
で
な
　
（
第
６
表
）
の
と
お
り
着
実
に
増
大
し
て
い
る
。

辮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
出
制
※
ぎ

農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹄
鴛
ぷ
さ
ら
に
、
生
鹿
財
生
産
締
の
震
率
は
と
く

　
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
※
は
る
る

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
，
に
れ
い
　
に
高
い
水
準
を
し
め
し
、
一
九
五
二
年
を
一
０

　
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
ジ
業
さ
て

　
１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
一
工
断
れ
　
○
と
し
て
、
五
七
年
は
三
一
〇
・
五
で
あ
り
、

　
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
ぺ
代
判
さ

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
３
５
現
と
め
　
年
平
均
坤
大
率
は
二
五
・
四
％
に
た
っ
し
た
。

　
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
放
』
，
の
し

　
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
化
が
も
が

　
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
焚
る
る
比
　
消
費
財
生
産
郁
門
は
、
同
じ
く
一
八
三
．
○
％
、

　
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
的
よ
い
成

　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
係
に
で
構
　
　
一
二
・
八
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
工
業
総

　
農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
閥
』
ん
の

　
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
例
年
く
茱
　
生
鹿
額
に
し
め
る
生
産
財
生
産
部
門
の
比
重
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堅
比
十
ふ
農

け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暢
貴
ザ
一
九
五
二
年
の
三
五
工
一
％
か
ら
五
七
年
に
は

　
与
－
；
　
　
；
〆
■
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
※
※
※
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
・
四
％
に
た
か
ま
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、

　
　
　
中
国
因
民
経
済
の
確
展
過
程
Ｈ
（
松
野
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立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
四
号
）

工
業
体
系
の
中
核
で
あ
る
機
械
製
造
業
が
し
め
る
比
重
も
し
だ
い
に
上
昇
し
て
い
る
（
第
７
表
）
。

比成構易門部と大増の額総産生業丁左７
第
．

七
六
　
　
（
五
一
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Ｈ
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．
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０
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０
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３

３

０
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一
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一
〇
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〇
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８
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２
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４
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２

１
・
．
６
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１
■
　
　
（
０

３

９
・

３

７
〕

６
・

６

０

０
．

４１

２Ｌ９１

５

３
．

２
６

３
一
０

３
．
一
７
・

４
　
１
４

Ｑ
〇
　
一
４

７

９
・

１５

７

８
・

４５

６

３
・

０７

９

３
・

８７
Ｏ
．

４
・

０７

０

０
・

１
７Ｌ

０

０
．

３６，１

４
〕

３
．

７１，１〔

９４９１

０５９１

１５９１

２
一
３

５
　
１
一
Ｌ
ｏ

Ｏ
）
　
一
〇
）

１
■
　
一
　
１
■

４５９１

５５９１

６５９１

７５９１

７
一
８

５
一
５

９
一
９

１
一
１

９５９１

０６９１

１６９１

２６９１

公
消
放
時
は
理
欄

的
と
解
当
〕
「
上

況
産
『
，
　
助
，

状
生
出
が
〔
之
が

済
段
前
る
、
，
元
る

経
手
，
あ
お
野
れ

　
　
　
　
な

民
産
白
で
　
天
か

国
生
堅
）
。
，
わ

曜
一
は
楊
ジ
い
出
一
わ

発
）
（
一
な
前
に

年
　
率
べ
い
は
欄

５
９
（
比
３
て
て
二

１
９
。
の
２
し
い
は

於
る
業
上
見
つ
絞
。

関
れ
遣
化
発
に
実
る

『
ま
製
変
だ
続
の
あ

局
く
械
的
ま
手
年
て

計
ふ
機
係
を
出
５
７
俗

統
が
は
関
依
算
。
価

家
の
）
例
の
，
照
変

因
も
　
比
降
が
参
不

　
　
（

び
た
※
要
以
る
を
年

よ
し
。
上
，
あ
明
５
７

お
算
る
稲
り
で
説
は

』
計
あ
幾
あ
他
の
欄

年
が
で
中
で
の
衣
下

十
者
率
済
内
西
付
，

な
筆
比
経
空
計
』
格

大
に
の
民
干
年
諭
価

偉
と
産
国
若
カ
済
変

『
も
生
国
に
五
経
不

出
を
段
我
で
次
因
年

前
』
手
来
す
二
中
５
２

　
報
費
以
は
第
代
は

　
以
上
で
あ
き
ら
か
な
こ
と
は
、

第
一
次
五
カ
年
計
画
期
を
つ
う
じ

て
、
工
業
生
産
、
と
り
わ
げ
生
産

財
生
産
の
拡
大
・
発
展
が
い
ち
ち

る
し
く
急
速
で
あ
っ
て
、
重
工
業

の
優
先
的
発
展
方
針
に
も
と
づ
く

国
民
経
済
の
構
造
的
発
展
、
産
業

構
造
の
高
度
化
、
つ
ま
り
こ
こ
で

は
国
の
工
業
化
の
た
め
の
初
歩
的

な
基
礎
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
中

心
課
題
が
、
計
画
を
こ
え
て
実
理

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
農

業
生
産
お
よ
び
そ
の
発
腿
率
と
水

準
に
規
制
さ
れ
る
軽
工
業
の
増
大

の
巾
は
比
較
的
に
い
う
な
ら
ぽ
緩

慢
で
あ
る
。
重
工
業
を
中
軸
と
す
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９
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●

●
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■
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不
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■
４
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１

８

５

（
ｚ
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ｏ

３

（
）
４

７

１

ユ

１

１

’

□
　
■
６

■
３
１

－
　
　
－
　
■
；
，
－
■
■
－
　
　
　
　
　
１
■
’
　
　
　
　
　
　
１
－
■
１
■
一

－
－
１

で
Ｈ
一

■
一
■

２

Ｏ
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５
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Ｏ

Ｏ
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２
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２

ユ
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２
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．
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１
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■
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↓
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’
　
　
　
　
■
　
－
ｉ

５

乍　
一
（
Ｏ
Ｏ
ｄ
一

５

３

９

６

９

Ｏ

５

７

５

ｆ

．
　
（
）

９

不

一
５
４

．
つ
ん

９

９

５

（
Ｏ
ｏ
Ｏ

１

ｏ
〇
一

１

Ｏ

２

１

－

Ｉ
ｉ
４

－
　
－
　
　
１
Ｆ

！
ｆ

１
一
３

８

２１５

７

５

Ｏ

７ ’
５

５９

不

３
一
６

９

４

９

４

２

５

５

Ｏ

一
１

１

１

２

１

■
』
１
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－
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３
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Ｏ
１
　
１
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作

２

５

７

７

２

Ｏ
（
）
（
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５９

豊

．
５
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〇

６

６

５
Ｆ
０
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『
ｏ
４

４

■
１
一
Ｑ
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Ｏ
Ｏ

２

２
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コ
；
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一
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２

５

１
１

４

２

１

２

９
つ
ん
Ｑ
ｏ

－
■
　
　
　
１
■
１
■
　
　
　
　
　
■
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

７
一
９
３

■

Ｏ

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
■
４
■
　
　
　
　
　
　
■
’
　
…
■
　
　
　
　
　
■
　
一

１

乍

８

３

２

Ｏ

０

８

５

ｆ

９

豊

７
一
７

Ｏ

り
４
７
’
Ｑ
ｏ

９

Ｏ

７

８

１
’

１
一
Ｑ
ｏ

５

ｑ
）
ｏ
ｏ

４
３
－

８

１

９

－
－
コ
ー
－
－
－
－
－
　
　
－
１
　
　
－
－
－
　
Ｉ
Ｉ
－
　
’
－
－
　
　
－
　
　
　
　
１
－
　
－

Ｏ

一
４

６

８

８

５

－

●

９

一
（
Ｏ

１

Ｏ

５

８

…

．
３

５

３

８

Ｌ

「
　
；
　
弓

；

，
　
■

１
■
　
　
－
一
　
一
ｉ
■
ｉ
ｉ
　
１

皿

’
■

，
号

）
　
１
↓
日
年

２
２
５
８

８
月
制

年
研

６
０
経

』
財
報
『
日
び
民
よ
人
お
ぴ
）
－
」
日

礎
２
３

楳
２
月

榊
－
年
経
雌
民
報
国
公
是
大
業
ぴ
農
」
「
係
蛉
関
暢
的
』
政
年
財
十
和
的
茱
大
農
偉
「
『
達
出
致
前
墓

中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）

る
工
業
生
産
の
は
や
い
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
で
は
農
村

人
口
が
全
人
口
の
八
○
％
以
上
を
し
め
、
農
業
生
産
が
国
民
経
済

に
大
き
な
比
重
を
し
め
て
い
る
の
で
、
年
々
の
農
業
生
産
の
豊
凶
、

発
展
率
の
動
向
が
国
家
の
投
資
能
力
、
工
業
、
な
か
で
も
軽
工
業

生
産
、
ま
た
消
費
物
資
の
供
給
力
と
輸
出
物
資
の
確
保
な
ど
に
反

映
す
る
・
」
と
は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
瑚
の
進
展
過
程
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
３
）

も
否
定
し
え
な
い
事
実
で
あ
っ
た
（
第
８
表
）
。
表
に
み
る
と
お
り
、

前
年
度
の
農
業
生
産
が
好
調
で
あ
っ
た
年
の
因
民
経
済
の
主
要
部

面
で
の
発
展
率
は
高
く
、
前
年
度
の
農
業
生
産
が
不
振
で
あ
っ
た

年
は
、
逆
に
緩
慢
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
一
九
五
七
年
の
農
業

発
展
率
が
低
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
五
八
年
の
工
業
な
ど

主
要
部
面
の
発
展
・
増
加
率
が
高
い
の
は
外
例
的
な
事
例
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
五
七
年
冬
か
ら
五
八
年
春
に
お
よ
ぶ
悠
業
水
利
姓

設
の
大
巾
な
進
展
に
と
も
な
い
夏
季
作
物
が
大
増
産
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
た
お
血
出
篶
５
表
を
参
照
）
。

　
農
茱
生
産
の
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
経
済
全
体
に
た
い
す

る
規
制
性
は
、
っ
ぎ
の
渚
側
面
に
お
い
て
明
白
に
呈
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
（
五
一
九
）
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七
八
　
　
（
五
二
〇
）

ま
ず
第
一
、
重
工
業
の
優
先
的
発
展
を
中
軸
と
す
る
国
民
経
済
発
展
の
た
め
の
資
金
蓄
積
機
構
と
し
て
の
国
家
財
政
収
入
の
な
か
で
、

農
業
か
ら
の
直
接
的
な
税
・
公
糧
の
し
め
る
比
重
が
低
下
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
問
接
的
な
、
非
濃
業
部
門
に
お
げ
る
農
産
物
加
工

・
運
輸
・
販
売
な
ど
を
っ
う
ず
る
税
や
利
潤
を
く
わ
え
る
と
、
ぽ
ぼ
収
入
の
五
〇
％
を
し
め
る
と
い
う
、
資
金
蓄
積
の
面
に
し
め
さ

　
（
１
４
）

れ
る
。
第
二
に
、
工
業
化
を
促
進
す
る
機
械
設
備
の
輸
入
引
当
外
貨
を
獲
得
す
る
べ
き
輸
出
商
品
の
う
ち
で
、
し
だ
い
に
工
鉱
業
生

産
物
の
比
重
が
た
か
ま
っ
て
い
る
が
、
な
お
七
〇
％
以
上
が
農
副
業
生
産
物
と
そ
の
加
工
品
で
あ
る
と
い
う
、
輸
出
入
貿
場
構
成
に

　
　
　
　
　
（
１
５
）

反
映
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
農
業
生
産
物
（
経
済
作
物
）
を
原
料
と
す
は
軽
工
業
品
全
軽
工
業
生
産
額
の
八
○
～
九
〇
％
に

た
っ
し
、
工
業
総
生
産
額
の
五
〇
％
を
こ
え
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
農
業
生
産
の
動
向
が
軽
工
業
へ
の
原
料
供
給
に
影
響
し
、
稼

動
率
を
左
右
し
て
、
軽
工
業
生
産
の
発
展
率
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
工
業
生
庇
に
お
け
る
軽
工
業
生
産
の
比
重
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
焔
）

ぎ
さ
か
ら
工
業
生
産
一
般
の
発
展
率
に
も
一
定
の
枠
を
は
め
ず
に
お
か
な
か
っ
た
。
工
業
構
成
の
こ
う
し
た
側
面
に
お
げ
る
農
業
生

産
の
規
制
性
は
、
重
工
業
と
軽
工
業
蓄
積
の
国
家
財
政
収
入
に
し
め
る
比
率
に
お
い
て
、
と
く
に
一
九
五
二
年
、
五
三
年
当
時
に
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

老
の
比
率
が
前
者
の
倍
で
あ
っ
た
点
に
も
反
映
し
て
い
る
。
策
四
、
さ
ら
に
、
工
業
が
農
業
に
供
給
す
る
各
権
手
産
手
段
も
蛸
加
す

る
一
方
、
労
働
者
・
職
員
、
農
民
の
平
均
収
入
は
年
々
増
大
し
て
お
り
（
次
頁
姑
９
麦
）
、
な
か
で
も
労
働
者
・
職
員
と
の
対
比
に
お
い

て
な
お
収
入
水
準
が
低
い
と
は
い
え
、
普
実
な
蛸
大
を
み
せ
て
き
た
濃
Ｎ
収
入
は
、
そ
の
人
口
の
杣
対
的
絶
対
的
な
大
い
さ
と
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

ま
っ
て
、
軽
工
業
生
産
物
の
九
〇
％
を
購
人
す
る
ほ
ど
の
老
大
な
国
内
市
場
を
彩
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
み
ぎ
の
諦
側
而
に
し
め
さ
れ
た
於
業
生
産
の
規
制
性
は
、
全
体
と
し
て
の
工
推
業
閑
係
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
市
工
業
を

中
心
と
す
る
工
業
生
座
の
急
速
は
発
展
に
た
い
す
る
濃
業
生
陸
の
た
ち
お
く
れ
を
祝
点
と
す
る
な
ら
ぱ
、
原
材
料
供
給
・
市
場
形
成

を
中
問
項
と
す
る
軽
工
業
と
撲
業
と
の
結
合
の
う
ち
に
、
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
期
に
お
げ
る
工
農
業
閉
係
の
も
っ
と
も
端
的
な
特
徴
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仁
頁
　
蛎
－
呑
氏
刀
農
刊

！

　
１

！

１

！

１

１

！

１

１
一
〃

‘
’
’’

１

！

！

一
〃

一
〃〃

！
！

２６１６０６

Ｑ
）

５８５７５

５
６

５５４５３５２５）辰

王
．／
Ｌ

６
０

５
０

仰

３
０

２
０

ｍ
（
％
）

』年

↓
－

的大偉
？
｝
山

前

杜
会
主
義
工
業
（
醍
工
業
）
と
非
杜
会
主
義
農
業
と
の
特
殊
な
経
済
的
結
合
に
、

（
次
頁
篶
１
０
表
）
。
・
」
う
し
た
意
味
に
お
げ
る
特
徴
・
複
雑
性
は
、

在
し
て
い
た
と
み
る
ぺ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
五
五
年
か
ら
五
六
年
に
か
げ
て
濃
業
に
た
い
す
る
杜
会
主
義
改
造
－
集
団
化
が

　
　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
（
五
二
一
）

を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
　
「
第
一
次
五
カ
年
計
画
」
の

基
本
的
内
容
の
一
つ
で
あ
っ
た
非
杜
会
主
義
的
経
済
制
度
の
杜
会
主
義

化
の
視
点
に
た
て
ぱ
、
工
農
業
関
係
の
い
ま
一
つ
の
特
徴
が
あ
ぎ
ら
か

に
な
る
。
国
民
経
済
復
興
期
に
お
、
い
て
、
す
で
に
杜
会
主
義
工
業
の
比

率
が
五
六
％
前
後
（
純
私
営
は
一
七
．
一
％
に
す
ぎ
な
い
）
に
た
か
ま
っ
て

い
た
が
、
農
業
の
分
野
で
は
な
お
分
散
小
農
経
営
が
一
般
的
な
経
営
形

態
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
集
団
化
経
営
の
端
緒
的
形
態
で
あ
る
生
産
互

助
組
の
組
織
率
が
四
〇
％
近
く
を
し
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
故

に
、
同
時
期
に
お
け
る
工
農
業
関
係
は
た
だ
た
ん
に
産
業
問
の
経
済
的

結
合
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
杜
会
主
義
経
済
制
度
と
非
杜
会
主
義
経

済
制
度
と
の
経
済
的
結
合
と
し
て
の
性
格
を
つ
よ
く
の
こ
し
て
い
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
却
売
部
門
で
は
固
営
陥
業
が
約
六
〇
％
（
純
私
営
は

三
六
・
三
石
）
に
た
っ
し
た
も
の
の
、
小
売
郁
門
で
は
逆
に
私
営
南
業

が
六
〇
％
前
後
を
し
め
て
い
た
と
い
う
条
件
は
、
礼
会
主
義
工
莱
．
非

　
　
　
　
　
　
　
い
っ
そ
う
か
ら
み
あ
っ
た
複
雑
さ
を
く
わ
え
て
い
た

　
　
第
一
次
五
カ
年
計
、
醐
川
の
汕
半
に
あ
っ
て
は
基
木
的
に
は
な
お
存
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ａ
，
ｑ
、
一

高
級
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
・
６
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
－
９
Ｌ

　
　
　
　
　
　
ユ
一
２
０
．
２
－
５
．
０
；
．
一

初
級
杜
　
　
　
　
　
　
０
．
一
〇
．
２
．
４
．
８
．
２
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
，
■
■

　
　
　
　
　
　
１
一
２
０
２
３
０
．

　
　
　
　
　
　
　
■
０
．
２
・
４
・
６
・
８
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
９
■
り
■
一

　
　
　
　
７
２
１
一
ｉ
３
…
、
３
７
．

　
　
　
　
ｎ
山
ｏ
山
ｑ
山
一
〇
山
＆
Ｏ
…
　
一
　
一

　
　
　
　
１
１
－
Ｂ
■
－
３
５
５

　
　
　
　
７
２
０
５
３
９
３
０
一
１

　
　
　
　
０
９
．
０
．
　
９
．
０
・
４
６
・
８
・
一
９
・

　
　
　
　
１
１
４
３
６
６
９
Ｐ
－
一
」
ド

　
　
　
一
「
９
　
７
　
１
　
　
．
Ｏ
．
３
一
〇
．

　
　
　
５
・
６
・
８
・
７
・
　
４
・
５
・
３
・
０
・
？
一
？

　
　
　
５
！
■
３
■
「
２
１
　
　
１

　
文
５
９
４
，
ｑ
，
１
８
，
６
．
Ｚ
．

　
　
　
７
・
４
．
」
Ｌ
　
２
・
９
・
３
・
一
？
一
？

　
　
工
　
　
　
　
１
…
２
－
２
－
－
２
－
１
　
１

　
　
　
０
９
０
０
７
３
１
５

　
　
　
２
・
２
・
４
・
５
・
　
５
・
２
・
６
・
２
・
？
一
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
１
　
り
ｏ

　
　
　
５
８
４
９
一
．
引
９
』
ぎ
．
５

　
　
　
９
・
７
・
５
．
６
．
一
８
・
Ｌ
９
・
２
■
？
一
？

　
　
　
７
…
－
“
”
一
０
２
＝
一
，
”
．
卵
．
〃
亮
，
一
、
一
一
，
」
．

　
　
　
４
．
５
・
５
６
・
一
７
．
２
・
７
・
７
・
６
．
一
９
・

　
　
　
３
－
以
■
４
５
　
石
６
１
■
尼
６
５
一
一
屹
－

　
　
　
４
９
５
０
虹
捌
一
一
嚇
興
瑚
珂
叩
５
８

　
　
　
１
９
１
９
１
１
一
１
ー
ユ
ー
１
９
．
１
９

様
画
況
。

　
　
　
る

同
計
状

　
　
　
よ

，
年
展
こ
率

が
五
発
ン
比

た
個
済
号
度

し
一
経
１
７
希

出
策
民
年
済

算
於
国
５
６
経

を
関
年
ｕ
る

率
『
５
８
干
け

比
鴛
判
お

オ
浴
侠

に
の
¢
け
所

と
到
　
（
民

　
－
る
』

も
　
　
　
　
国

　
、
。
あ
綱

を
し
　
　
で
要

額
な
率
計
－
表

実
し
比
紺
１

は
致
化
済
第

年
一８
　
祉
経

５
ソ
公
家

　
■
ゴ，
、
．
辻
岡

鴛
｝

刈
公
；
「

－
文
任
．
洲

　
…
　
８
、
・
１

上
年
５
売

年
５
６
ふ
仰

十
一
報
の

的
４
９
公
Ｏ

大
，
的
つ

俳
と
枕
Ｄ

『
る
成
報

出
す
行
公

前
に
執
的

八
○

経的義主
会
度
杜
制
非
済度祐済経的義主会杜

済経

口
力

固

義
済主木

資
径
営
済共私

公
■
維
合
済組司

脇
隆
済経酋

ｆ

国

８Ｌ７

８

４
・

６

０

１
一

６

６Ｌ５

１
■

７

５

２
・

９

６
・

９

７
・

３

５
．

５
　
　
“

３
・
．

７

０
・

９

０
・

１

２
・

８

２
・

３

７
・

６

７
・

５

１
。

５

２
・

８

４
．

１

４
・

１

４

３
．

５

４

６
・

５

１

９
．

１

９

３
・

２

８

６
・

２

０

８
・

２

２

２
，

３

２

２
．

２

２５９１

３５９１

４５９１

５５９１

６５９１

７５９１

　
（
五
二
二
）

　
目
標
を
は
る
か
に

　
こ
え
て
急
進
捗
し
、

　
こ
れ
に
つ
れ
て
資

　
本
主
義
工
商
業
の

　
杜
会
主
義
改
造
－

判
公
私
共
営
化
が
一

十灼
段
と
発
展
し
た
こ

大
　
　
　
　
（
１
９
）

偉
と
に
よ
っ
て
、
工

『咄
農
業
関
係
は
、
杜

ユ
円　
会
主
義
工
業
と
杜

　
会
主
義
的
集
団
農

業
が
杜
会
主
義
的
市
場
に
お
い
て
、
つ
ま
り
杜
会
主
義

経
済
制
度
に
基
礎
を
お
く
産
業
閉
の
経
済
結
合
へ
と
転

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
雌
ｕ
表
）
。
こ
の
発
展
が
、
一
九

五
八
年
以
降
の
工
農
茱
関
係
に
新
し
い
内
容
を
付
加
す

る
杜
会
制
度
上
の
前
提
条
件
と
な
っ
た
こ
と
を
み
の
が

　
　
　
　
　
（
２
０
）

レ
て
は
な
ら
な
い
Ｃ



（
１
）
　
『
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
』
１
一
九
五
四
年
九
月
、
前
文
（
『
巾
華
人
民
共
和
国
法
規
選
輯
』
　
一
九
五
六
年
、
北
京
、
二
ぺ
ー
ジ
、
邦
訳
、

　
『
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
』
国
民
文
庫
、
八
べ
ー
ジ
）
を
参
照
。
た
お
、
劉
少
奇
「
関
於
中
華
人
民
共
和
岡
草
案
報
告
」
　
（
一
九
五
四
年
九
月
、

　
第
一
期
全
国
人
民
代
表
大
会
篤
一
回
会
議
、
邦
訳
、
前
同
書
四
四
べ
ー
ジ
以
下
、
と
く
に
六
四
～
七
一
べ
－
ジ
）
を
参
照
。

（
２
）
　
「
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
の
ち
、
わ
が
国
は
す
で
に
、
杜
会
主
義
の
道
を
す
す
ん
で
ぎ
た
」
　
（
劉
少
奇
「
憲
法
報
告
」
、
　
前
山
邦

　
訳
五
七
べ
ー
ジ
）
。
　
『
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
』
　
（
一
九
四
九
年
九
月
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
第
一
回
全
体
会
議
採
択
－
一

　
九
五
二
年
、
北
京
）
は
、
　
「
臨
時
憲
法
の
役
割
を
は
た
し
た
」
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
に
は
、
反
帝
同
主
義
反
封
建
主
義
と
い
う
革
命
の

　
最
低
綱
領
を
こ
え
る
杜
会
主
義
的
綱
領
に
つ
い
て
の
初
歩
的
規
定
が
み
え
る
（
箏
二
六
条
以
下
を
参
照
）
。

（
３
）
　
『
発
映
国
民
経
済
的
第
一
個
五
年
計
画
』
（
一
九
五
五
年
七
月
、
策
一
期
全
同
人
民
代
表
大
会
箏
二
ｎ
公
議
採
択
、
－
一
九
五
五
年
、
北
京
）

　
一
八
～
二
一
べ
ー
ジ
参
照
。

（
４
）
　
木
同
書
、
第
三
章
「
工
業
」
、
　
三
〇
べ
－
ジ
を
参
照
。
な
お
同
計
画
が
ニ
カ
年
お
く
れ
て
、
五
五
年
に
作
成
さ
れ
た
理
由
に
っ
い
て
は
中

　
国
研
究
所
『
中
因
の
五
カ
年
計
画
』
　
（
『
中
国
資
料
月
報
』
九
一
号
、
一
九
五
五
年
九
月
）
を
参
照
。

（
５
）
　
璽
・
軽
工
業
別
投
筑
増
大
率
は
っ
ぎ
の
と
お
り
。
前
年
Ｈ
一
〇
〇
と
し
て
、
煎
工
業
は
、
五
三
年
－
一
八
二
、
五
四
年
－
二
二
六
、
五
五

　
年
－
一
一
九
、
五
六
年
－
一
五
六
、
五
七
年
！
一
〇
四
、
五
八
年
－
二
四
六
で
あ
り
、
幌
工
業
は
、
五
三
年
－
一
二
三
、
五
四
年
－
二
二
五
、

　
五
五
年
－
七
八
、
五
六
年
－
一
七
九
、
五
七
年
－
一
一
七
、
五
八
年
－
一
九
七
で
あ
る
（
前
山
「
休
大
的
十
年
」
）
。

（
６
）
　
前
出
『
発
峡
国
民
経
済
的
第
一
個
五
年
計
画
』
の
う
ち
第
四
章
「
農
業
」
、
七
九
べ
ー
ジ
参
照
。

（
７
）
　
第
一
次
五
カ
年
計
函
の
当
初
、
五
カ
年
問
に
農
業
発
展
に
あ
て
ら
れ
る
資
金
は
、
狐
本
建
設
中
の
農
業
閑
逃
支
山
－
二
六
・
八
億
元
、
困

　
家
の
農
業
生
産
支
出
－
二
八
・
四
億
元
（
撲
業
関
係
支
出
は
三
二
．
六
億
予
定
さ
れ
る
が
非
農
業
榔
分
を
さ
し
ひ
く
）
、
軍
墾
費
－
三
・
○
億

　
元
、
農
村
救
済
費
－
一
〇
・
六
億
元
、
農
業
岱
付
－
一
五
・
二
億
元
、
農
民
の
ｎ
己
投
汽
－
－
一
ｎ
○
・
ｎ
億
元
で
計
一
八
四
・
Ｏ
億
元
に
た
る

　
と
み
っ
も
ら
れ
た
（
未
場
「
関
於
我
国
策
一
次
五
年
計
画
下
農
莱
投
資
的
問
題
」
１
『
人
氏
ｎ
ｎ
報
』
　
一
九
五
五
年
八
月
一
九
日
、
楊
堅
白
「
我

　
困
第
一
個
計
固
和
蘇
聯
第
一
個
五
年
計
画
的
比
較
分
析
」
１
『
新
華
月
報
』
一
九
五
五
年
九
材
、
お
よ
び
杉
野
閉
夫
「
第
一
次
五
カ
年
計
胴
に

　
お
け
る
工
農
業
煎
軽
工
業
の
発
峻
テ
ソ
ポ
に
っ
い
て
」
日
評
新
杜
『
中
国
の
経
済
建
設
』
　
一
九
五
六
年
、
五
七
べ
ー
ジ
以
下
、
な
ど
を
参
照
）
。

（
８
）
　
前
出
『
発
峻
国
民
経
済
的
策
一
個
五
年
計
画
』
二
六
ぺ
ー
ジ
注
四
を
参
照
。
Ｏ
ぎ
７
竃
｛
お
　
巨
・
向
８
９
昌
｛
ｏ
Ｏ
¢
く
９
８
昌
ｏ
ま
◎
｝
ｏ
◎
１

　
昌
昌
眞
箏
亥
Ｏ
巨
§
．
畠
８
（
石
沢
訳
『
中
共
経
済
の
成
長
分
析
』
）
の
「
農
村
に
お
け
る
次
本
形
成
の
柞
計
一
に
お
い
て
同
氏
は
、
公
表
数
字
を

　
　
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
五
二
三
）
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第
十
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八
二
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五
二
四
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（
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Ｏ０９
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０５４，ユ
Ｏ
　
０

７
　
ｏ
０

８
　
　
Ｆ
ｏ

斑産
貰
生
投
総
純

・
一
～

　
　
　
　
）

　
　
刎
脇

　
　
　
０
　
４

　
１
）
６
の

％
Ｂ
の
２

る
×
醐
岬
．

す
Ａ
（
分

、
　
（
欠
べ
　
ｎ

し
　
　
　
　
ｙ
工
　
　
力
　
１

た
額
投
坤

に
　
　
本
本

Ａ
金
費
資

　
　
定
砿

１
，
Ｚ
岡
運

　
　
　
し
以

字数のＡたま
○るあで」計推の成形本資純るけおに業農「は趨原おな

○ジ
｝ぺ

５
５１書同

ｏ
、
しなし致一も

しず
、
ｂ

一
よナ）カと』年十的大偉ｒま‘

と
は
発
於
率
算
出
の
基
準
額
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
る

　
吟
味
し
つ
つ
、
注
衣
Ｃ
を
み
ち
び
き
だ
し
た
あ
と
、
　
「
こ
れ
は
＝
九
五
三
～
一
九
五
七
年

　
に
お
い
て
、
農
家
の
白
己
資
金
に
よ
る
純
投
資
は
一
〇
〇
億
元
を
こ
え
る
、
と
推
定
さ
れ
』

　
る
と
い
う
政
府
発
表
に
一
致
す
る
と
忠
う
」
（
一
五
五
べ
ー
ジ
）
と
か
い
て
い
る
。

（
９
）
　
「
社
会
主
義
的
工
業
化
の
も
っ
と
も
重
婆
な
祁
門
で
あ
る
重
工
業
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て

　
生
産
さ
れ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
そ
の
他
農
業
機
械
、
化
学
肥
料
、
農
業
川
の
近
代
的
運
送
州
臭

　
や
農
業
用
の
石
池
お
よ
び
宛
力
な
ど
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
、
農
業
が
協
同
化
さ
れ
大
規
棋
経

　
営
に
な
っ
た
と
き
は
じ
め
て
、
使
川
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
大
最
に
使
州
さ
れ
う
る
も

　
の
で
あ
る
。
…
…
農
業
の
両
で
は
、
わ
が
因
の
条
件
か
ら
す
る
と
（
費
本
主
義
因
で
は
農
業

　
を
資
本
主
義
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
）
、
　
ま
ず
協
同
化
を
す
す
め
て
こ
そ
は
じ
め
て
大
型

　
機
械
を
つ
か
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
　
（
モ
沢
東
『
閑
於
農
業
合
作
化
問
題
』
一
九
五

　
五
年
七
月
、
人
民
出
版
社
、
二
三
べ
－
ジ
、
邦
訣
『
壬
」
汰
東
戦
後
著
作
集
』
　
二
二
七
べ
ー

　
ジ
）
。

（
１
０
）
　
一
．
第
一
次
五
カ
年
計
山
篶
」
に
み
え
る
五
二
年
火
綱
の
う
ち
、
工
業
．
小
炊
肘
．
消
批

　
財
は
、
　
『
偉
大
的
十
年
』
の
も
の
と
一
致
し
た
い
。
こ
の
理
巾
は
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

　
が
、
こ
こ
で
は
『
偉
大
的
十
年
』
の
仇
を
採
川
し
て
計
岬
発
肢
率
を
楽
じ
て
計
函
大
紘
を
算

　
出
し
た
（
前
出
『
発
庚
閏
ｋ
経
済
的
第
一
個
五
年
計
山
』
二
六
～
二
七
．
へ
ー
ジ
）
、

（
ｕ
）
　
同
復
発
灰
率
と
発
災
率
は
厳
密
に
は
ｋ
別
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
な
い
。
加
肯
は
火
床
力
が
か

　
っ
て
到
達
し
て
い
た
水
準
に
復
…
す
る
ま
で
の
テ
ン
ポ
で
あ
り
、
後
考
は
新
た
に
、
い
ま
ま

　
で
到
連
し
た
こ
と
の
な
い
水
昨
に
小
水
力
が
花
い
す
る
テ
ン
ポ
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
し

　
ぼ
し
ぼ
汕
未
は
後
者
に
比
し
て
＾
い
巾
を
も
っ
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鈍

　
化
と
い
う
言
葉
は
、
い
ず
れ
か
の
基
作
内
で
の
み
正
し
く
は
川
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
。
た

　
お
発
肚
率
は
、
経
済
発
脈
の
逃
映
に
っ
れ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
払
大
し
、
一
一
た
い
が
、
こ
の
こ

　
　
　
ｏ



（
１
２
）
　
国
民
所
得
に
つ
い
て
、
そ
の
公
表
数
字
が
断
片
的
に
み
ら

　
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
そ
の
内
容
、
産
業
別
桝
成
比
が
長
期

　
的
に
あ
た
え
ら
れ
た
い
ぼ
あ
い
は
、
工
・
農
業
総
生
距
比
率
は
、

　
経
済
発
峡
の
逃
展
を
し
め
す
指
標
と
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
参

　
考
ま
で
に
下
に
注
表
Ｄ
と
し
て
判
明
し
た
も
の
を
あ
げ
る
。

（
１
３
）
　
一
九
五
三
年
～
五
六
年
の
水
皐
害
に
よ
る
食
枇
減
収
虻
だ

　
け
を
み
て
も
、
合
計
三
、
四
九
五
万
ト
ン
（
四
九
年
尖
収
の
ほ

　
ぽ
上
３
に
あ
た
る
）
　
で
、
年
平
均
八
七
四
万
ト
ン
に
た
っ
し

　
た
。
そ
の
減
収
率
は
、
四
九
年
－
五
・
○
％
、
五
〇
年
－
一
・

　
ニ
ノ
％
、
五
一
年
－
二
・
二
％
、
五
二
年
－
木
閉
、
至
二
年
－
四

　
・
四
％
、
五
四
年
－
五
・
二
％
、
五
五
年
－
三
・
四
”
、
五
六

　
年
－
六
・
六
劣
で
あ
っ
た
と
み
こ
ま
れ
る
。
　
（
『
人
Ｋ
円
報
』
一

　
九
五
七
年
一
二
月
二
二
日
）
。

（
１
４
）
　
Ｏ
ぎ
７
く
甘
ｏ
ｑ
■
に
よ
る
と
困
家
予
算
の
純
因
内
収
入
に

　
し
め
る
農
家
お
よ
び
農
業
協
同
紅
合
の
租
税
お
よ
び
公
柵
．
の
比

　
率
は
、
五
〇
年
－
二
九
・
六
三
％
、
五
一
年
－
一
八
・
一
七
％
、
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９
９
ユ
２
一
鴻
考

ｕ
・
１
－
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５
５
５
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ｏ
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９

１
■
　
１
■
　
１
■
　
１
■
　
１
上
　
１
１
一

小
人
緬
一
（
一
〇
叱
似
一
兀
）

２
一
Ｉ
ｏ

９１
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
五
二
年
－
一
六
・
Ｏ
○
完
、
五
三
年
－
二
二
・
四
〇
¢
、
五
四
年
－
一
四
・
二
三
形
と
維
定
す
る
。
（
汕
川
邦
沢
一
七
〇
へ
－
ジ
、
第
三
四
火
）
、

　
こ
の
数
字
に
一
致
す
る
李
先
念
「
十
年
来
困
肘
政
上
的
俳
大
勝
利
」
　
（
『
人
氏
Ｈ
報
』
一
九
五
九
年
九
月
二
八
Ｈ
）
に
よ
れ
ば
、
　
一
九
五
九
年
純

　
収
入
の
八
七
・
九
％
が
岡
営
維
済
、
一
一
∴
二
％
（
公
礼
に
移
竹
さ
れ
た
岡
灯
企
業
の
肘
故
へ
の
Ｌ
納
を
別
と
す
る
と
、
七
・
四
９
）
、
か
災
村

　
人
民
公
祉
（
っ
ま
り
農
業
）
に
よ
る
。
　
「
し
か
し
、
工
業
・
交
辿
・
商
業
な
ど
の
榊
門
が
税
収
あ
る
い
は
利
洲
の
形
で
Ｎ
家
に
上
納
す
ろ
う
お

　
の
か
な
り
の
部
分
は
、
農
産
物
の
加
工
・
巡
輸
・
販
北
か
ら
う
ま
れ
る
。
今
Ｈ
、
わ
が
旧
の
肘
放
収
入
｛
－
で
は
“
批
…
批
に
災
｛
物
と
閉
係
あ

　
る
も
の
、
が
、
ほ
ぼ
半
ぼ
を
し
め
て
い
る
」
。
（
塵
魯
一
：
二
，
企
兇
企
火
動
手
、
大
介
農
茉
」
　
『
紅
炊
」
　
一
九
六
〇
年
第
一
七
サ
）
。

（
１
５
）
　
「
輪
川
は
輪
入
の
た
め
で
あ
り
、
鮒
入
は
わ
が
岡
の
祉
会
主
義
工
業
化
の
た
め
で
あ
る
。
し
た
、
か
っ
て
、
輪
川
商
＾
源
を
糾
織
的
に
碓
得

３
　
４
　
５
　
６
　
７

５
５
５
５
５

０
）
　
０
）
　
Ｏ
）
　
０
Ｊ
　
０
）

１
■
　
１
■
　
１
■
　
１
■
　
１
■

　
成
比
（
ら
）

統
手
の
に
展
中
済
工
経
お
国
な
中
（
る
」
よ
味
こ
一

吟
－
る

計
．
Ｕ
れ

瓢
む
箒
阯蚊
ｘ

　
　
　
れ

　
　
山
ま

一
中
１
く

＾
慨
泌

浅
一
妙
カ

■
川
的
業

一
石
計
工

巾
困
閑
民
経
済
の
発
娯
過
税
Ｈ
（
松
野
）

八
三
　
　
　
（
五
二
五
）



成樽布の額易貿入出輸Ｅ表注

立
命
鮒
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
四
号
）

の
晶
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９
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Ｏ

完

工

●
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２
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７
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３

３

２

２

２

２

３

３

３
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６
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５
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［
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９
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５
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■
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１

１

１

２

２

２

２

２
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％
費
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８

９

４

０

２

５

６

３
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●
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●
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２
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７

７

５

７

７

６

成

１

１

，
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１
□
１
－
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
ｌ
－
１
　
　
　
　
　
　
１

牟
産
段

２

１

６

Ｏ

８

５

４

７

７

入

●

■

●

■

■

生
手

７

３

Ｏ

３

２

４

２

２

３

輸

８

８

９

９

９

９

９

９

９

１

、
、

Ｏ

１

２

３

４

５

６

７

８

＼
５

５

５

５

５

５

５

５

５

９

９

９

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

』年十的大偉
『出

ム
り
↓
胃

八
四
　
　
（
五
二
六
）

　
要
比
例
閑
係
的
必
化
」
三
七
べ
ー
ジ
、
お
よ
び
劉
日
新
諭
文

（
１
７
）
　
重
・
権
工
業
劣
秋
級
の
肘
政
収
入
に
し
め
る
比
率
は
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
「
関
於
我
因
杜
会
土
義
工
業
化
的
幾
個
問
魎
」
『
新
華
半
月

　
刊
』
一
九
五
七
年
一
号
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
二
年
　
　
　
　
一
九
五
三
年
　
　
　
　
一
九
五
四
年
　
　
　
　
一
九
五
五
年

　
　
　
　
軽
工
業
　
　
二
二
・
三
　
　
　
　
　
二
二
・
〇
　
　
　
　
　
一
五
二
二
　
　
　
　
　
一
五
．
五

　
　
　
　
敢
工
業
　
　
六
・
二
　
　
　
　
　
八
・
五
　
　
　
　
一
〇
．
七
　
　
　
　
二
二
．
四

（
１
８
）
　
前
山
、
劉
日
新
論
文
を
参
照
。

（
１
９
）
　
原
計
画
は
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
　
「
一
九
五
七
年
、
私
常
工
業
生
陸
細
は
企
同
工
茱
総
火
帷
榊
の
一
二
．
二
弓
に
低
下
す
る
で
あ
ろ

　
う
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の
重
要
な
郁
分
は
岡
家
加
工
注
文
を
う
け
て
、
基
本
的
に
は
国
家
資
木
上
義
の
帆
道
に
ひ
き
い
れ
ら
れ
る
。
」
「
一
九
五

　
七
年
、
帆
花
の
切
級
形
態
の
撲
業
生
産
協
同
糾
く
〕
に
参
加
す
る
農
家
は
、
企
閑
炎
塚
総
敬
の
一
、
一
分
の
一
に
た
っ
す
る
で
あ
ろ
、
つ
」
　
（
李
｛
、
ｍ
存
「

　
閑
於
発
映
国
民
経
済
的
第
一
個
五
年
計
函
的
報
告
」
、
前
出
『
発
映
岡
氏
経
済
的
笏
一
個
五
年
計
画
』
　
一
七
八
～
一
七
九
へ
－
ジ
）
、

　
し
、
輸
出
商
品
の
供
給
を
保
証
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
工
業
建
設
を
直
接
、
有

　
力
に
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
」
。
（
葉
李
壮
「
在
第
一
胴
全
因
人
民
代
表
大
会
第
二

　
次
会
議
上
的
発
言
」
　
『
人
民
日
報
』
一
九
五
五
年
七
月
三
〇
日
）
と
い
う
対
外
貿

　
場
の
任
務
は
そ
の
後
も
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
輸
出
入
貿
場
額
の
構
成
は
つ
ぎ

　
の
と
お
り
で
あ
っ
た
　
（
注
表
Ｅ
）
。
な
お
、
内
藤
閉
「
中
因
の
箪
一
次
五
カ
年
計

　
画
期
に
お
け
る
対
外
貿
易
」
　
（
「
経
営
研
究
」
第
四
号
、
一
九
六
〇
年
七
月
）
を
参

　
照
。
（
１
６
）
　
軽
工
業
原
料
の
九
〇
％
以
上
は
農
業
か
ら
の
供
給
に
よ
っ
て
い
る
。
た
と
え

　
ぱ
、
、
全
国
工
業
総
生
産
の
１
一
４
を
し
め
る
紡
織
業
、
同
じ
く
工
５
を
し
め
る
食

　
品
工
業
の
必
要
と
す
る
豚
料
は
す
べ
て
農
業
生
産
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は

　
化
学
工
業
と
く
に
本
機
化
学
工
業
の
発
股
の
な
か
で
し
だ
い
に
姿
を
か
え
て
ゆ
く

　
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
暢
堅
白
、
前
山
『
解
放
以
来
我
因
岡
民
経
済
中
幾
種
主

　
『
大
公
報
』
一
九
六
一
年
二
月
二
〔
、
を
参
照
）
。



（
２
０
）
　
「
過
渡
期
の
総
路
線
」
が
し
め
し
て
い
る
と
お
り
に
、
杜
会
主
義
改
遣
は
杜
会
主
義
工
業
化
と
一
つ
に
な
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
役
割
を
は

　
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
主
義
工
業
化
・
経
済
発
股
の
過
租
に
照
し
て
、
工
農
業
関
係
を
み
る
ぱ
か
り
で
次
く
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に

　
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
杜
会
主
改
義
逃
の
発
灰
過
程
に
そ
く
し
て
、
そ
の
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

四
　
一
九
五
八
年
以
降
に
お
げ
る
工
農
業
関
係
の
新
し
い
内
容

　
以
上
に
み
た
と
お
り
、
中
国
は
、
工
業
生
産
に
比
し
て
の
農
業
生
産
の
た
ち
お
く
れ
と
い
う
問
題
を
ふ
く
み
が
な
ら
も
、
第
一
次

五
カ
年
計
画
を
超
過
達
成
し
て
、
因
の
工
業
化
の
た
め
の
初
歩
的
な
基
礎
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
前
ニ
カ

年
、
一
九
五
八
年
と
五
九
年
に
は
、
国
民
経
済
は
連
続
的
な
か
っ
て
な
発
展
を
と
げ
、
な
か
で
も
農
業
生
産
が
大
巾
に
増
大
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
工
業
化
の
基
礎
は
い
っ
そ
う
か
た
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
八
年
、
工
農
業
総
生
産
額
は
五
七
年
に
比
し
て
四
八

・
三
％
（
五
二
年
１
１
一
〇
〇
・
○
で
は
二
四
八
・
八
）
も
の
蛸
大
を
し
め
し
、
工
業
総
生
産
額
は
同
じ
く
六
六
．
二
％
（
同
、
三
七
九
．
六
）
。

農
業
総
生
産
額
は
同
じ
く
二
五
・
○
％
（
同
、
一
五
五
・
九
）
と
い
う
発
展
を
と
げ
た
。
ま
た
、
五
九
年
に
は
、
工
農
業
総
生
産
額
は
五

八
年
に
比
し
て
三
一
・
一
％
（
五
七
年
Ｈ
一
〇
〇
・
○
で
は
一
九
四
．
四
、
五
二
年
１
１
一
〇
〇
．
○
で
は
三
一
ニ
ハ
．
二
）
と
ひ
き
つ
づ
い
て
発

展
し
、
そ
の
う
ち
、
工
業
総
生
産
額
は
同
じ
く
三
九
・
三
％
（
同
、
二
一
三
．
五
、
五
二
九
．
八
）
、
農
茱
総
生
座
額
は
同
じ
く
一
六
．

七
％
（
Ｈ
、
一
四
五
・
九
、
一
八
一
・
九
）
と
い
う
発
展
率
を
し
め
し
た
。
い
ま
、
工
・
農
業
生
雌
の
杣
対
的
な
発
展
率
（
次
頁
第
１
２
夫
）

を
み
る
と
、
同
民
経
済
復
舳
一
一
期
に
お
げ
る
同
復
発
展
率
に
お
げ
る
そ
れ
が
工
業
の
二
・
四
七
に
た
い
す
る
畏
業
の
一
で
あ
っ
た
の
を

別
と
す
れ
ば
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
で
は
、
工
業
四
に
た
い
す
る
一
で
あ
っ
た
が
、
五
八
年
に
は
二
．
六
五
対
一
．
五
九
年
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

二
・
三
五
対
一
で
あ
り
、
両
者
の
発
展
率
の
う
え
で
の
格
差
が
縮
少
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
工
業
．
農
業
の
発

　
　
　
中
閑
岡
民
維
済
の
発
阯
地
秋
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
（
五
二
七
）



較比率展発産生業農
■

工表
１
２塘

立
命
鮒
維
済
学
（
第
十
一
巻
・
嫌
四
号
）

　
一
ト
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
、
．
四
．
○
弓
）
　
の
発
展
率
を
も
ち
、

か
ま
っ
た
（
次
以
第
１
３
衣
、

　
　
１
上
　
　
　
　
　
　
１
■

Ｂ

　
　
７
　
　
　
　
４

　
　
４

い
一
２
・

総
値
。
完
一

　
　
１
　
　
　
５
　
　
０
７
一

生
加
一
４
・
　
４
・

業
増
　
ユ

農
額
紬
叫”
不
斗
石
一

産
率
８
　
０
一
２
３
一

生
加
　
４
．
　
　
８
・
　
一
６
．
９
．
一

業
岬
　
３
　
　
ユ
　
、
６
３
．

１
工
額
一

　
＼
１
勾
の
一
勺
〔
ｗ
一

一
■
刊
岬
お
一

一
年
復
－
年
５

一
一
霧
一
研
欠
画
ぺ
年
王

一
一
〇
一
雌
１
３
一
い
　
５
８
５
９
６
０
６
１

　
　
５
ｒ
　
　
５
　
　
　
　
　
９
ｏ
）
　
　
ｏ
ソ
９

　
　
”
旧
１
９
姑
計
１
１
　
　
１
ー

　
　
　
ゲ
、
　
　
　
　
（

国度年
５
９

１
９松

ビ
■
’

『計統
家
　
。
国
剃
上
公
年
的
十
況
的
状
大
災
偉
発
「
済
川
経
前
ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
八
年
、
五
九
年
に
お
げ
る
生
産
財
生
鹿
は
一
〇
三
・
三
％
、
四
三
・
三
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
業
総
生
産
に
し
め
る
構
成
比
は
五
八
年
の
五
七
．
三
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
前
川
城
７
衣
を
参
照
）
。

農
業
生
陸
物
原
料
に
た
い
す
る
依
存
度
は
低
下
方
向
を
た
ど
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ぽ
三
分
の
一
強
に
な
っ
た
。

　
国
民
経
沽
に
お
げ
る
工
茱
比
筑
の
上
昇
と
工
業
郁
門
内
の
構
造
的
変
化
に
よ
っ
て
、
一
九
五
八
年
以
峰
、
工
畏
業
閑
係
は
新
し
い

内
答
を
も
っ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
工
業
郁
門
か
ら
す
る
新
し
い
内
答
に
っ
い
て
み
れ
ぱ
、
っ
ぎ
の
沽
、
爪
が
揖
揃
さ
れ
る
．
雌
茉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
　
（
五
二
八
）

展
率
の
う
え
で
の
新
し
い
変
化
を
基
礎
と
し
て
、
工
茉
総
生
産
額
が
工
農
業
総
生
産

額
に
し
め
る
比
重
は
さ
ら
に
た
か
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
七
年
の
五
六
・

五
％
か
ら
五
八
年
は
六
三
・
六
％
、
五
九
年
に
は
さ
ら
に
六
七
・
六
％
に
上
昇
し
、

ほ
ぽ
三
分
の
二
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
前
出
構
４
表
を
参
照
）
。

　
つ
い
で
、
工
業
生
産
の
こ
の
よ
う
な
比
重
上
昇
の
な
か
で
、
そ
の
構
造
上
の
承
大

な
変
化
が
発
生
し
た
。
第
一
次
充
カ
年
計
画
期
最
終
年
度
の
一
九
五
七
年
、
工
茱
生

産
に
お
げ
る
生
産
財
と
消
費
財
の
比
例
は
四
八
・
八
％
対
五
一
・
六
％
で
あ
り
、
よ

り
は
や
い
テ
ソ
ポ
で
の
発
展
に
よ
っ
て
生
産
財
の
比
煎
が
た
か
ま
っ
た
と
は
い
え
、

な
お
、
消
費
財
生
産
は
絶
対
的
に
優
勢
を
し
め
て
い
た
が
、
一
九
五
八
年
、
五
九
年
に

は
、
生
産
財
生
産
が
い
っ
そ
う
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
成
比
は
逆
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
費
財
止
床
は
三
三
・
七
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
年
の
五
八
・
九
％
に
ま
で
た

　
　
　
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
工
業
生
虎
の
原
材
料
構
成
に
一
定
の
変
鋤
を
も
た
ら
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
〇
年
当
時
、
工
業
総
生
陸
級
の
推
茉
原
料
依
存
吃
は
ほ



へ
の
各
種
生
産
手
段
の
供
給
総
額

は
、
一
九
五
二
年
の
一
四
二
億

元
か
ら
、
五
七
年
に
は
三
二
・
六

億
元
に
増
大
し
た
が
、
さ
ら
に
五

八
年
に
な
る
と
そ
の
二
倍
あ
ま
り

の
六
六
・
八
億
元
、
ま
た
五
九
年

に
は
八
一
・
五
億
元
と
ぎ
わ
め
て

大
巾
な
増
大
傾
向
を
み
せ
た
。
一

九
五
八
年
・
五
九
年
の
供
給
総
額

は
一
四
八
二
二
億
元
に
た
っ
す
る

が
、
こ
れ
は
塘
一
次
五
カ
年
計
画

期
合
計
一
四
二
億
元
を
こ
え
る

（
塘
１
４
友
）
。

ヒ
鮒
■
生
構｝率

展
一
％

発の
一
率

財
一
展

費消オ産生表
１
３第

一
－
－

－
■
１
’
ー
コ
■
　
　
■
ｌ
ｌ

切
旬
財
産

９８
●

７
■

１

費
６
６

６
５

２

一
↓
（
一消
生

４ １
４

産
率

■
’
　
　
１
　
　
　
「

生
財
薩
一
薦
止
「
■
－
■
「
１
一

１

２３
●

９

３

３

７

８

３

４

５

５

１

６オ
む

ｎ
パ
戸
一

Ｏ

８

７

３

一
糾

費

９

２

３

４

消
生

２

１

３

３

一
展

ｌ
Ｉ

－

一
発
財
産
ｊ
批
火
螂
一
－
－
－
１
　
　
　
　
－
－
　
１
－
－
－
　
　
一
－
－
…
箏
丁
　
　
　
－
■
　
　
　
　
　
　
　
’
　
－
■

４

３３
●

５

３

３

２

Ｏ

４

１，
モ

０

２

３

８

６

９

１

６

３

’
，
　
「

＼

＼
算
牢
年

二
一
一
欄

８

１
＼

５ ９
５

”

９

９

１

１

』
■

一
＼

－
■
　
　
　
　
１
　
■
　
　
，
　
　
　
１

公
と
０

的
も
１
０

況
を
＝

状
格
年

済
価
前

経
変
は

民
不
年

国
年
５
９

　
２
年
坊
８
，

９
－
５

５
前
ぢ

９１
以
う

展
，
の

准
格
災

於
価
准

閥
変
均

一
『
ｕ
　
一
、
　
７
一

　
「
て

ふ
年
年
。

年
５
７
。
る

十
は
た
あ

的
後
し
で

大
以
出
の

峰
年
算
も

一
『
５
８
て
る

「
ム
し
す

一
前
報
に
と

　
　
　
　
表
に
み
る
と
お
り
、
農
村
小
売
り
総
額
に
し
め
る
生
庇
財
の
実
額

は
五
六
年
当
時
一
六
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
増
大
率
は
五
七
年
を
別
と

し
て
年
々
高
い
水
準
を
保
持
し
て
お
り
、
と
く
に
五
八
年
の
瑚
大
率
は
き
わ
だ

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
（
、
…
年
Ｈ
一
〇
〇
・
○
）
、
　
五
三
年
－
二
一
ニ
ハ
．
二
、
五

四
－
二
二
〇
・
二
、
五
五
年
－
一
一
二
・
八
、
五
六
年
－
二
二
一
．
二
、
五
七

　
　
　
中
困
国
氏
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）

　
　
　
　
〇

　
一
６
０
　
　
０
・

　
一
９
　
　
ｕ

　
一
－

　
一
、
！
；
．
．
、
．
ポ
、
三

　
一
５
９
　
■
　
糺

　
一
－
－

　
一
８
　
　
　
　
８

成
蝸
　
附

簿
　
　
　
一

閉
一
－
グ
．
５
７
６

－
一
５

　
９
一
９
・
２
．

　
　
１
一
３
３

　
－
－
－
Ｔ
３
．
－
！
！

　
　
６
　
　
２
　
０

　
　
５

　
　
９
　
　
５
・
７
・

絢
と
一
額
一総商売 　
１
　
５
　
５
　
９

”
一
■
い

布

１
．
之

山
加

表
１
４第

５
４
一
９
０
２
２

１
９
一
肌
沮
附
帆

１
『
－
■
一
■
－
■
－
－
－
ー
　
ユ
ー
つ
■

一
　
　
一
５
　
　
．
４
７

一
３
　
　
６
　
２
　
１
　
７

一
　
［
〇
一
９
　
６
・
９
．
７
・
３
・

１
　
　
２
　
１
　
５
　
８

一
－
「
！
；
－
－
ｎ
－
“

一
２
一
　
－

一
　
一
」
Ｕ
　
一

一
９
一
　
４
．

一
　
－
上
　
　
　
　
　
　
１
↓

　
■

丁

　
　
　
　
■

　
　
４
　
７
一

　
　
Ｎ
ゲ
舳

４
３
２
３
－
２
８
■
－
、
１

，
ａ
，
ｉ
－
５
３

９
　
２
　
０
　
０

０
・
８
・
５
．
６
・

３
　
２
　
２
　
５

　
　
－
■
り
ｉ
２

ｏ
）
　
　
　
７
　
（
ｏ

■
、
－
Ｊ
一
　
　
　
　
　
一

一
一
、
棚
吋
吋
計
一
財
財
計

　
、
一
、
ゾ
司
｝
に
？
　
　
　
　
｝
．
に
苧
、

　
　
　
、
’
　
　
／
’
　
　
　
　
　
　
　
、
’
　
　
王

　
一
．
　
　
．
一
じ
　
　
Ｊ
　
　
’
　
　
　
　
　
　
’
　
　
’

　
ユ
丁
ク
＼
、
小
牛
消
小
－
生
消
命

皿
一
　
一
．
！
．
．
１
－
　
　
　
　
　
　
－

こ
　
一
火
棚
（
億
元
）
■
構
成
比
（
石
）
一
兆
論
民

　
　
　
　
　
八
七
　
　
（
五
二
九
）

Ｏ
　
０
０
・
Ｏ
　
　
新
国

２
８
　
　
　
　
日
式

※
　
　
　
　
■
劉
公

　
　
　
　
　
は
の

　
　
　
　
　
※
国

　
　
　
　
　
）
ｈ
ｒ

　
　
　
　
　
１
．
ノ
　
Ｌ

　
　
　
　
　
一
ー
フ
　
「
１

　
　
　
　
　
一
３

　
　
　
　
　
一
　
　
七

　
　
　
　
　
一
年
け

　
　
　
　
■
一
５
９
姉

　
　
　
　
　
も
岬

　
　
　
　
　
而
岬

　
舳
…
好

１
９
…
’
脱

皿
肌
肌
如
帆

「
　
　
１
－
」
的
表

一
４
６
０
　
．
云
５

一
仏
沮
岨
一
榊
榊
丸

　
　
　
ユ
ー
　
■
□
…
お

一
　
　
　
　
茗
よ
参

一
５
５
０
　
一
匝
テ
を

■
岨
－
紬
州
、
一

　
　
　
　
　
一
鉢
月
ぺ

　
　
　
　
　
拶
２
７

　
　
　
　
　
一
因
年
１
３

　
　
　
　
　
一
我
６
１
」

　
　
　
　
　
一
「
　
　
　
．
．
、

　
　
　
　
　
　
』
以

　
　
　
　
　
一
碓
徹
吟

　
　
　
　
　
｝
公
計

　
　
　
　
　
朱
大
統

　
　
　
　
　
　
－
ｒ
ｕ
　
－
１
丁

　
　
　
　
　
一
　
，
（
引
い

　
　
　
　
　
．
市
文
所



立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
四
号
）

大増の給供段手産
生
用業

江
＜む
！表

１
５
一

午
フ

２６９１１６９１０６９１８５９１
５
８

１
９
一

　
■

、
－
１
－
一

５
７

１
９
一

１
１
－
１
一

６
一

９
５
一
－
一
　
　
　
Ｏ
）
　
　
７
‘

　
　
　
８
・
３
６
　
　
　
一
年

　
　
　
１
　
９
，

　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

一
　
娃
州
教
↑
り
制
”
舳
而

一
元
用
　
力
台
　
（
Ｋ
万
一
済

一
吏
菖
　
　
万
（
一
経

Ｌ
－
別
有
）
ン
帆
ウ
斤

一
榊
榊
洲
呼
叩
∴
漱

仙
用
一
　
　
フ

搬
械
｝
タ
卿
バ
概
プ

一
産
機
淋
ク
Ｑ
ン
水
卯
　
　
う

一
雑
業
水
ラ
　
型
．
一
采
竃
（
小
駕
八
一
な
雌

一
終
農
　
排
ト
　
コ
小
双
一
〇
０
　
２
　
　
３
４

ｏ
、
．

１１

１
司Ｌ８

；
８

６
・

６

．
、
」
６

２
・

３

、
．
，
ｏ

７
・

３１ｘ億
‘
Ｋ証系

Ｌ
Ｌ
、

７０５

．
．
０１１５５

．
ａ

５
・

１５

７
．

５

７
・

Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
０
　
５

０
　
　
０
　
　
０
　
５

５
　
０
　
ノ
一

　
※
９
・
７
５

※
※
７
　
　
　
４

２
．
，
．
０
；
０
５
、
－
－

　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
り
＾

７
・
　
０
　
５

０
）
　
　
　
，

１
　
９
　
４
．

　
５

３
　
　
０
　
　
０
　
５
　
４

　
つ
ｄ
　
　
Ｏ
　
１
　
１

８
・
　
３
　
５
　
　
２
一

〇
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
一

■
１
　
　
「
０
　
　
Ｑ
〇
　
　
　
　
　
　
一

５
；
－
－
－
－
洲
－
Ｏ
：
２
１
－
４
一

附
〃
洲
余
１
６
一

　
４
１
　
　
　
　
　
一

　
２

　
　
　
　
　
　
－
…
一

蜘
告
４
０
月
　
英
糺
共
。

旗
潮
鵯
堵
讐

紅
戦
飢
　
の
竿
に

汀
孟
剃
江
汽

　
　
昨
為
　
刑
９
年
篶

星
　
　
　
　
　
　
３
５
が
１

∴
〃
顯
僻

　
　
　
　
　
　
』
国
二
Ｓ

榊
工
鮒
洲
　
繊
叶
鮒
“

５
８
　
川
の
の
　
　
¢
（
画
ん

つ
…
榊
州
）
戊
紋
肘
、
一

…
慌
梯
肌
雑
｛

帥
榊
為
舳
訂
籔

　
　
人
年
四
　
紅
５
月
告
総

　
　
『
６
１
２
　
『
↓
１
０
報
九

　
　
文
。
第
　
（
年
年
稚
第

　
　
榊
幻
工
倣
附
捌
柵
鮎

　
　
伽
大
唄
見
大
悩
は
委

　
　
「
衣
農
　
　
・
　
「
＝
と

　
　
一
二
に
ト
一
）
、
真
仁
辻
パ
ゴ
リ

玖
猟
苓
蛾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
　
（
五
三
〇
）

年
－
１
八
八
・
一
、
五
八
年
－
二
〇
四
・
九
、
五
九
年
－
一

二
二
．
○
、
六
〇
年
－
二
二
四
・
九
で
あ
る
。
ま
た
、
農

業
機
械
用
鋼
材
使
用
量
も
当
然
に
増
加
し
、
一
九
五
七
年

冬
か
ら
五
八
年
春
に
か
げ
て
の
水
利
雄
設
の
急
テ
ソ
ポ
な

実
施
に
と
も
な
っ
て
排
水
灌
混
機
械
の
供
給
最
も
急
激
に

増
加
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
保
有
台
数
も
機
械
耕
重
点
地
区
の

設
定
と
関
連
し
て
五
九
年
に
は
五
七
年
の
二
倍
を
こ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

五
九
、
○
○
○
台
に
た
っ
し
た
。
（
第
１
５
表
）
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
畏
村
で
販
売
さ
れ
る
生
産
諾
資
料

が
生
陸
財
総
生
産
額
に
し
め
る
比
率
は
、
五
二
年
－
一
一

．
五
四
％
、
五
三
年
－
一
一
・
五
七
％
、
五
四
年
－
一
二

．
五
〇
％
。
、
五
五
年
－
一
二
二
二
二
％
、
五
六
年
－
一
一

．
五
五
％
、
五
七
年
－
八
・
五
九
％
、
五
八
年
－
二
〇
・

二
四
％
、
五
九
年
－
二
丁
一
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
や

は
り
五
八
年
に
は
と
り
わ
げ
て
高
い
比
率
を
し
め
た
。
ま

た
、
農
村
小
売
総
額
に
し
め
る
化
陸
財
の
比
率
も
第
一
次

五
カ
年
計
画
期
の
ほ
ぽ
一
五
％
か
ら
六
〇
年
に
は
二
〇
％



近
く
に
た
っ
し
た
。
（
前
出
第
１
４
表
を
参
照
）
。
工
業
が
農
業
・
農
村
に
ひ
ぎ
っ
づ
い
て
大
量
の
消
費
財
を
供
給
す
る
と
同
時
に
、
生
産
財

供
給
の
面
で
も
し
だ
い
に
増
大
率
を
た
か
め
て
い
る
＞
」
と
は
、
工
農
業
関
係
に
新
し
い
内
容
が
く
わ
わ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

　
他
方
、
農
村
に
お
げ
る
購
買
力
の
増
大
つ
ま
り
市
場
拡
大
が
こ
う
し
た
工
農
業
関
係
の
新
段
階
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
注
目
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
農
村
の
購
買
力
増
大
は
ま
ず
国
家
の
農
作
物
調
達
高
の
た
え
ま
な
い
増
加
の
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
塘
１
６
表
）
。

農
業
生
産
の
発
展
に
く
ら
ぺ
て
買
付
額
増
加
率
が
高
い
水
準
を
た
も
っ
て
い
る
の
は
、
農
業
生
産
の
集
団
化
、
人
民
公
杜
化
が
農
村

購
買
力
拡
大
の
基
礎
で
あ
る
農
業
生
産
の
発
展
を
制
度
上
に
お
い
て
保
証
し
た
こ
と
に
く
わ
え
て
、
各
種
農
業
生
産
物
の
商
品
化
率

を
も
た
か
め
た
結
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
二
年
当
時
、
個
別
営
農
民
の
食
糧
商
品
化
率
は
ほ
ぽ
一
八
％
で
あ
っ
た
が
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ロカ増の額付買物産僕副
●

江
く
螂
及

表
１
６第

ＯＯ

３
５
１
３
５
４
２
２

＝
ユ

●

●

■

●
　
　
　
■

・
　
　
　
■
　
　
　
■

１
３
８
３
２
３
０
２

年

３
２
１
１
０
０
１
１

１
１
１
１
１
１
ー
ユ

前
ＯＯ

（
）
１
ｎ
◎
り
＾
ｏ
）
４
Ｆ
ｏ

■

■＝
１

０
８
３
７
ユ
６
５

年

○
ユ
３
Ｑ
、
）
４
５
７

１
■
１
■
１
↓
１
■
１
■
１
■
１
↓

一
２

５
１
■
　
　
　
■
　
　
　
　
－
■

１
■
，
■
一

ヨ

１

－

ＯＯ

０
３
１
５
０
５
０
５
５

＝
１

■
　
　
　
■
　
　
　
．

０
１
２
１
７
２
０
３
４

年

０
３
６
９
１
２
３
５
８

１
１
１
１
２
２
２
２
２

Ｏ

５
■
　
　
１
■
　
■
■
■
■
■

ヨ

；
，
■

一

．
頁
）
蕎
元

Ｏ
０
７
２
６
０
０
８
６

０
５
９
３
３
８
４
２
７

－
実
雌

８
０
２
５
７
７
８
０
２

ユ
ー
１
１
１
１
２
２

ｌ
Ｉ
　
　
■

＼
年
年
年
年
年
年
年
年
年

０
１
２
３
４
５
６
７
８

５
５
５
５
５
５
５
５
５

９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
ー
ユ
ー
１
１
１

、

１
．
　
　
，
■

』年十勺自大偉『

１
■
「

」｝
Ｌ
ｕ

令
ｎ

中
国
国
民
経
済
の
発
災
過
税
Ｈ
（
松
野
）

七
年
に
は
す
で
に
三
〇
％
前
後
に
上
昇
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
集
団
化
．
公

杜
化
の
実
現
っ
ま
り
杜
会
主
義
的
な
集
団
農
業
の
創
設
に
よ
っ
て
、
農
村
の

購
買
力
は
、
集
団
経
営
成
員
の
個
人
的
消
費
基
金
と
集
団
経
営
の
蓄
積
基
金

と
い
う
二
つ
の
源
泉
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
前
者
が

市
と
し
て
消
費
資
料
需
要
を
、
後
者
が
集
団
経
鴬
に
お
げ
る
計
画
の
精
度
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

に
と
も
な
い
生
産
財
俗
要
を
計
画
的
に
換
起
す
る
源
泉
で
あ
る
。

　
表
示
（
次
頁
第
１
７
表
）
の
と
お
り
、
農
民
一
人
当
り
年
平
均
収
入
は
労
働
者
・

職
貫
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
が
、
年
々
斎
実
に
坤
加
し
て
い
る
（
な
お
、
前
出
第
９

表
を
参
照
）
。
公
杜
化
第
二
年
度
の
五
九
年
に
は
控
民
一
人
当
り
年
平
均
収
入

は
八
五
元
に
な
っ
て
お
り
、
五
七
年
比
で
二
二
・
九
％
増
加
、
公
杜
化
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
（
五
三
一
）



口

力
一畠
目
山入収の民農

●

者働労表
１
７第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
箪
四
号
）

■
　
　
　
■

入

Ｏ

７

９

又

数

Ｏ

１

２

叫

Ｏ

１

２

均

１

１

１

平
ｌ
ｌ
■
　
■
，

，
↓
■

１
！
；
　
１
１
１
■
…

早

Ｏ

９

７

７

３

９

９

２

■
Ｊ

フ
‘

ヒ
日

Ｏ

６

Ｏ

Ｏ

４

７

２

１

才

Ｏ

Ｏ

１

２

２

２

４

５

当

ユ

１

ユ

ユ

ユ

ユ

１

１

人
！
二
刑
民
一
（
農
薮
　
一
実

１

１

ユ

８

９

３

２
９
＾

３

Ｏ

■

４

７

９

５

７

９

７

５

Ｆ
ｂ

５

５

６

６

６

７

８

’

－

＝
１
－
－
　
　
　
ｉ
　
　
，
■
１
，

雛

Ｏ

Ｏ

１

数

Ｏ

３

８

均

Ｏ

Ｏ

Ｏ

１

１

１

平

－
１
－
－
－
－
　
ｉ
－
－
－
－
－
－
－
－
一
－
－
－
－
－
１
　
　
１
－
－
－
－

年

Ｏ

２

４

７

８

８

１

４

のヒ
日

Ｏ

１

６

９

６

２

７

４

日
貝

才

Ｏ

１

１

１

３

４

４

５

１

ユ

１

１

１

１

１

１

職

－
－
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
－
－
－
一
－
１
　
－
　
－
－
－
□
１
－
，
－

■

賭
一

元

６

６

９

４

Ｏ

７

６

９

（

４

９

１

３

１

３

５

８

数

４

４

５

５

６

６

６

６

遡実’

ｉ
　
　
　
…
■
　
，
■

－

一
年
年
年
年
年
年
乍
年

’２

３

４

５

６

７

８

９

５

５

５

５
Ｆ
ｈ
Ｕ

５

５

５

■
９

９

９

９

９

９

９

９

Ｈ
１

１

１

１

１

１

１

１

■

１
■
　
■
　
　
　
　
，
　
　
１
■
■

１
－

■

○るよ二
、
ヒ

各牛
、
ｏ
付変不年

５
７は額実上年十的大

北
ヰ

ｆ『Ｈ
－
－
Ｌ
ｕ
」
日

年
の
五
八
年
比
で
も
一
一
・
七
％
増
加
し
て

　
（
７
）
、
い
る
。
農
業
技
術
改
革
の
主
た
る
資
金
源
で

あ
る
集
団
経
営
の
蓄
積
基
金
は
、
協
同
組
合

あ
る
い
は
公
杜
に
お
げ
る
所
得
の
な
か
か
ら

一
定
の
計
画
さ
れ
た
比
率
で
も
っ
て
控
除
さ

れ
て
、
拡
大
再
生
産
に
投
下
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
総
額
と
し
て
の
増
大
傾
向
は
制
度
的
に

　
　
　
　
　
　
（
８
）

保
証
さ
れ
て
い
る
。
参
加
農
民
の
個
人
的
消

費
基
金
の
着
実
な
増
加
を
保
証
す
る
方
針
が

つ
ら
ぬ
か
れ
る
な
か
で
、
蓄
積
基
金
が
急
速

に
増
大
し
た
こ
と
は
、

金積蓄の杜公民人
■

土斗竹合業農表
１
８棺

数指
，
メ

元
．億（額

’
庚
■

九
〇
　
　
（
五
三
二
）

０

０
・

０１
０
　
６

０
・
６
，

０
　
　
１

１
上
　
　
１
■

９

２
・

２２

Ｏ
　
　
Ｏ
　
ｏ
ｏ

０
・
５
・
ひ

０
　
４
　
０

１
■
　
　
　
　
　
１
上

■
洋年

５
７
年
年

一
５
７
５
８

５
３
１
９
１
９

１
９

０

０
・

６２０■ｕ

一
二

｝

！
■

９５９１

。
工
注

る
る
の

よ
け
二

に
）
に
本

口
秋
は

２
過
※

月
ヒ

ｎ
６
ｆ
　
　
Ｏ

年
業
用

６
０
工
引

　
の
り

ｕ
国
よ

報
＃
公
「
り

吠
山
榊

（
前
の
　
。

文
　
つ
係
よ

論
岬
閑
み

悠
本
業
を

達
藤
農
働

ら
ぺ
て
ぎ
わ
め
て
大
巾
な
増
加
を
と
げ
て
お
り

　
　
（
９
）

て
い
る
。
蓄
秩
菓
金
の
こ
の
よ
う
な
急
激
な
増
加
は
、
農
業
技
術
改
革
の
資
金
的
条
件
が
整
術
さ
れ
つ
つ
さ
る
と
同
時
に
、
耐
乃
木
に

お
げ
る
生
産
財
俗
要
を
つ
よ
く
現
実
化
す
る
要
件
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
み
ぎ
に
み
た
よ
う
な
、
工
業
祁
門
内
部
に
お
げ
る
構
造
変
化
と
農
村
市
場
の
拡
大
・
市
場
構
成
の
変
化
は
、
中
因
に
お
け
る
工
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
八
年
・
五
九
年
に
お
げ
る
農
業
生
産
の
か
っ
て
な
い
増

大
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
雄
１
８
表
）
。
人
民
公
杜
の
蓄
秩
基
金
は
五
八
年
に
一
〇
〇
．

三
億
元
、
五
九
年
は
一
一
七
億
元
に
の
ぽ
り
、
公
杜
化
前
の
五
七
年
の
四
五
億
元
と
く

　
、
ま
た
、
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
期
中
の
農
民
白
己
投
資
に
匹
敵
す
る
水
準
に
た
っ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
之
Ｌ
ｌ
」



業
関
係
が
新
し
い
一
つ
の
段
階
に
す
す
み
つ
つ
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
主
と
し
て
農

業
が
軽
工
業
と
の
問
で
直
接
に
そ
の
原
材
料
の
供
給
と
工
業
消
費
財
の
市
場
を
つ
う
じ
て
緊
密
な
結
合
を
も
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
、
農
業
生
産
の
動
向
が
軽
工
業
の
発
展
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
工
業
全
部
門
の
発
展
を
も
規
制
し
て
ぎ
た
の
に
た
い
し
て
、

一
九
五
八
年
の
農
業
大
発
展
以
降
で
は
、
そ
れ
と
と
も
に
農
業
と
重
工
業
と
の
経
済
的
結
合
が
し
だ
い
に
密
切
な
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
工
膿
業
関
係
の
新
し
い
内
容
は
、
中
国
の
工
業
化
過
程
に
お
げ
る
工
業
と
農
業
の
内

在
的
結
合
の
諾
側
面
を
い
っ
そ
う
明
白
に
し
、
　
「
工
農
業
同
時
発
展
の
方
針
」
そ
し
て
「
農
茱
は
国
民
経
済
の
基
礎
で
あ
る
」
と
す

る
認
識
の
深
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
Ａ
対
Ｂ
の
相
対
比
は
算
術
的
計
算
の
結
果
、
た
と
え
ぱ
三
四
・
八
対
一
四
・
一
Ｈ
二
．
四
七
対
一
で
あ
る
故
に
、
六
〇
年
．
六
一
年
の
農

　
　
　
業
生
産
が
計
画
日
標
に
到
達
せ
ず
、
ほ
ぼ
五
七
年
水
準
を
保
持
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
、
工
業
生
産
は
発
腿
し
て
い
る
が
、
Ａ
対
Ｂ
は
成
立
し

　
　
　
え
な
い
。
な
お
第
１
２
表
は
総
生
産
を
も
と
と
し
て
い
る
が
、
純
生
産
を
基
準
と
す
れ
ぼ
、
Ａ
増
加
率
は
そ
れ
ぞ
れ
下
ま
わ
る
。
六
〇
年
．
六
一

　
　
　
年
の
白
然
災
害
の
も
と
で
の
農
業
生
産
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
中
国
農
業
の
現
段
階
」
　
（
『
世
外
維
済
評
称
』
六
一
年
一
〇
号
）
を
参
照
。

　
　
（
２
）
　
軽
工
業
品
の
農
産
物
原
料
依
存
度
は
な
お
依
然
と
し
て
き
わ
め
て
高
い
が
、
重
工
業
部
門
の
確
立
に
よ
っ
て
、
新
し
い
原
料
源
が
し
だ
い

　
　
　
に
開
発
さ
れ
っ
っ
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
上
海
市
で
は
、
概
工
業
原
料
の
う
ち
農
業
依
存
の
も
の
は
五
七
年

　
　
　
七
〇
％
余
に
た
っ
し
て
い
た
が
、
六
〇
年
当
時
に
は
、
六
〇
％
以
下
に
低
下
し
、
他
の
工
業
郁
門
へ
の
依
存
度
は
五
七
年
の
三
〇
％
た
ら
ず
か

　
　
　
ら
四
〇
％
以
上
に
た
か
ま
っ
て
い
る
。
　
（
劉
日
新
論
文
『
大
公
報
』
六
一
年
二
月
二
〔
、
藤
本
咄
「
中
同
工
茱
化
過
程
に
お
げ
る
工
農
業
閑
係

　
　
　
の
発
醍
」
　
『
研
究
と
費
料
』
一
五
号
六
二
年
四
月
を
参
照
）
。

　
　
（
３
）
　
農
業
機
械
用
鋼
材
使
用
量
が
鋼
産
最
に
し
め
る
比
率
は
、
五
六
年
－
一
・
六
八
％
、
五
七
年
－
一
．
三
〇
石
、
五
八
年
－
一
．
六
九
石
、
五

　
　
　
九
年
－
○
・
四
一
劣
で
あ
り
、
や
は
り
低
い
比
率
を
し
め
て
い
る
。
な
お
農
村
坐
帷
肘
購
入
棚
帷
成
（
五
一
一
一
～
五
六
年
果
計
）
は
、
っ
ぎ
の
と

　
　
　
お
り
で
あ
っ
た
。
肥
料
－
三
四
・
九
、
農
薬
機
械
－
二
・
四
、
新
式
農
具
－
三
・
八
、
水
利
農
具
－
一
・
六
、
旧
式
農
具
－
一
七
．
六
、
確
築

　
　
　
材
料
－
八
二
一
、
そ
の
他
生
陸
財
－
二
五
・
八
、
未
計
－
五
・
七
。
し
か
し
、
江
記
（
第
１
５
炎
）
の
迦
っ
六
一
年
に
は
小
炎
同
パ
川
鋼
材
使
川
虻

　
　
　
の
比
煎
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
な
お
、
　
　
、
朱
中
健
、
前
川
「
我
閑
農
村
市
場
商
、
…
流
転
的
変
化
」

　
　
　
　
中
因
国
民
経
済
の
発
展
過
程
Ｈ
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
（
五
三
三
）
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農要主Ｆ表注

立
命
館
経
済
学
（
第
十
一
巻
・
第
四
号
）
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－
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５
５
３
４
０
１
０

年

２
６
４
６
６
４
５

Ｏ

４
「
ｏ
８

１

５

３

５

９

，

，

１

３

３

■
　
　
－
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
□
’

－

）
）
）
）

叶
鮒
ぺ
｝

糧
腕
豚
卵
茶

“
、

ノ
タ

ミ

セ

イ
↓
イ
ム

綿
葉

■

』年十的大偉『
」
』

吐
止
州
一
ｒ

　
出
版
杜
、
同
文
献
集
、
六
〇
年
、
北
京
）

　
中
農
の
年
平
均
所
得
約
八
○
元
を
同
標
と
し
た
「
全
岡
農
業
発
腔
要
綱
」
（
六
二
年
完
成
）
を
す
で
に
こ
え
て
い
る

（
８
）
　
協
同
糾
く
〕
段
蹄
に
お
い
て
、
五
八
年
当
初
、
　
一
般
の
協
同
紅
合
に
お
け
る
苔
秋
率
は
総
収
入
の
八
％
以
上
、
縦
済
作
物
維
営
の
協
同
組
く
口

　
で
は
二
一
％
以
上
で
あ
り
、
公
杜
化
後
、
そ
れ
は
一
般
に
総
収
入
の
一
五
～
二
〇
％
、
ほ
か
に
公
共
禍
利
某
金
が
三
～
五
％
に
上
外
し
て
い
る

　
こ
の
さ
い
、
公
社
が
祉
会
主
義
的
集
閉
経
済
で
あ
る
た
め
に
苔
秩
任
務
が
、
因
家
工
業
化
の
た
め
の
苔
秋
（
肘
政
収
入
な
ど
）
と
公
杜
内
使
州

　
の
た
め
の
蒜
秋
と
い
う
二
っ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
桁
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
み
ぎ
の
総
収
入
中
の
苔
秋
率
は
公
杜
内
使
州
の
も
の
の
み

　
に
つ
い
て
で
あ
る
（
州
諭
「
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
例
と
発
映
構
遣
」
『
立
命
鮒
維
済
学
』
　
一
〇
巻
三
サ
を
参
照
）
。

（
９
）
　
１
８
表
と
１
５
表
を
対
比
す
る
と
、
集
団
維
鴬
の
菩
秩
基
金
が
す
べ
て
生
産
鮒
購
入
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り

　
ま
た
、
因
家
に
よ
る
農
業
代
付
金
が
主
と
し
て
生
帷
鮒
購
入
な
ど
に
利
州
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
箏
惟
は
一
段
と
あ
き
ら
か
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
　
（
五
三
四
）

　
お
よ
び
石
川
滋
、
前
出
「
中
国
の
公
式
国
民
所
得
統
計
吟
味
」
　
二
二
八
べ
－
ジ
、
第
二
九
表

　
　
を
参
照
）
。

（
４
）
　
主
要
農
・
副
業
生
産
物
買
付
量
の
増
加
状
況
は
注
表
Ｆ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
５
）
　
五
二
年
の
食
糧
商
口
叩
比
率
は
、
暫
定
計
算
で
あ
る
（
前
出
『
中
国
人
民
共
和
因
炊
復
和
発

　
展
岡
民
経
済
的
成
枕
』
）
。
五
七
年
、
経
済
作
物
の
商
舳
比
率
が
食
紺
の
商
□
帥
比
率
を
大
巾
に
こ

　
　
え
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
前
者
は
ほ
ぽ
九
〇
％
以
上
、
後
未
は
約
三
〇
弓
で
あ
る
が
、
農

　
業
生
産
の
構
成
変
化
に
よ
っ
て
、
公
杜
に
お
げ
る
農
業
総
生
産
額
の
商
品
比
率
は
払
大
す
る
こ

　
と
に
な
ろ
う
（
騎
耕
漠
「
関
於
人
民
公
杜
化
以
後
商
□
川
経
済
的
拡
大
和
縮
少
間
題
」
　
『
人
民
公

　
杜
問
題
資
料
』
五
九
年
、
上
海
を
参
昭
一
）
。

（
６
）
　
人
民
公
杜
に
お
け
る
蓄
稜
と
消
費
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
農
村
人
民
公
杜
に
お
け
る

　
　
『
按
労
分
配
』
論
」
　
（
『
ア
ジ
ア
研
究
』
六
二
年
三
号
）
、
同
「
人
民
公
杜
に
お
げ
る
分
配
閑
題

　
　
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
　
（
関
西
外
語
短
大
『
研
究
論
集
』
五
号
）
を
参
照
。

（
７
）
　
五
九
年
に
八
五
元
と
い
う
他
は
、
潭
寝
林
「
全
国
農
業
発
映
要
網
の
く
り
あ
げ
火
挑
を
め

　
ざ
し
て
奮
斗
し
よ
う
（
「
節
二
期
全
国
人
民
代
表
大
会
邸
二
同
会
議
、
六
〇
年
四
月
六
口
、
外
交

に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
た
。
同
氏
に
よ
れ
ぼ
八
五
元
と
い
う
収
入
水
準
は
農
業
集
団
化
以
前
の
富
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

、



る
。
そ
れ
故
に
こ
こ
で
は
、
両
表
の
値
の
差
を
統
計
作
製
上
の
相
異
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
＊
積
金
の
使
用
部
面
の
多
様
さ
に

ょ
る
と
考
え
る
か
間
題
が
の
こ
さ
れ
る
。
な
お
、
五
九
年
の
苓
秩
金
に
つ
い
て
は
一
五
〇
億
元
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
『
人
民
日
報
』
六
〇
年

一
月
二
日
）
。

中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
（
Ｈ
松
野
）

九
三
　
　
（
五
三
五
）


